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3.��事業実施計画と進捗状況

3-1	 	事業実施計画

本取組にあたって、全事業期間を3つのフェーズに整理し、平成26～27年度である第1フェーズ

では物理的な条件整備を、第2フェーズ（平成28～29年度）では全学展開、そして第３フェーズ（平

成30～31年度）には評価・改善を主要なテーマとして取り組んでいく。

6

事業全体の概要1
事業全体の概要

1.��AL 型授業推進プログラムの概要と目的
本事業の全体の目的は、本学の人材育成目標「自律的に考え、行動し、様々な分野で創造性を発

揮できるような人材（実践型人材）」を達成するため、学生の「知識の定着」と「能動的な学習態

度の涵養」の実現を図ることである。その方法として、アクティブ・ラーニング（以下、AL）の

導入、活用が効果的であるとの知見はキャリア教育充実・強化の活動等のいくつかの試みを通じて

学内で共有されてきたが、実践例、ノウハウの共有、効果測定等については十分なものがなく、全

学的、組織的な展開には至っていなかった。この主要な原因は、これまでの本学の教育改革では「実

践型人材」育成のための制度的枠組みの構築に努めながらも、教育現場での具体的、実際的な教授

方法を提示しきれていなかったことにある。

そこで、本事業では、教育改革のフレームに「教授方法の質的転換」を加え、その具体的方策と

してAL型授業の全学的、組織的な展開を加速的に進めていく。

具体的には、事業期間を通じた実施計画である「AL 型授業推進プログラム」を策定し、AL 型

授業の全学展開のため、①教職協働による AL型授業推進体制の構築、②３つのポリシー改訂、③

AL 事例調査・研究、④ AL テーマ講演会、報告会、⑤ AL 対応「クラス・サポーター」育成、⑥

AL対応教室整備、⑦ AL型授業アーカイブシステム構築、⑧在学生・卒業生アンケート、⑨成果

公表の各課題に取組む。

本事業により、AL型科目の割合、AL型科目受講生の割合、ALを行う専任教員の割合のそれぞ

れを８割まで引き上げる。

2.��AL 型授業の定義
本事業における ALを「学生の知識定着及び能動的な学習態度の涵養を目的として行われる、学

生の意見表明及び振り返りを基本的な要素とする授業・学習形態。具体的には、グループ学習、グ

ループディスカッション、体験学習、課題解決学習などを取り入れた授業」として定義し、このよ

うな授業を組織的、全学的に展開し、「実践型人材」の育成を図っていく。
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（2）第2フェーズ　全学展開（平成28年度～平成29年度）

　第2フェーズの目的は、AL型授業の全学展開を具体的に進展させることである。教育技術開発

WGを起点として、これまでの取組である AL事例調査・研究、AL講演会・報告会、CS活用、授

業アーカイブシステム活用を進める他、ファカルティ・ディベロッパーの育成・認定を行った。

項目 取組概要（平成28年度～29年度）

1.			教職協働による AL	型授業	
推進体制の構築

・教育技術開発WGの毎月開催
・ファカルティ・ディベロッパー認定（H28：3名、H29	：2名、計5名）
・AL実践研究会の開催（H28：２回、H29：１回）

2.			３つのポリシー改訂 ・		アドミッション・ポリシーの改訂（H28）

3.			AL 事例調査・研究 ・他大学の先行事例の訪問調査（H28：2大学、H29：3大学）

4.			AL 講演会・報告会 ・ALをテーマとした講演・報告会（H28：4回、H29：2回）

5.			クラス・サポーターの育成
・CSの雇用とCS事前研修の実施（H28・H29）
・学生による授業改善活動実施（H29）

6.			AL 対応教室整備 ・AL対応教室の整備（H28：２教室、H29：なし）

7.			授業アーカイブシステムの活用
・授業アーカイブシステムを活用した反転授業の実施
・	授業アーカイブをテーマとした FD研修会実施（H28：1回、H29：
１回）

8.			学習成果指標の策定 ・AL導入科目実施状況・受講学生数の調査実施

9.	点検・成果公表
・「評価委員会」を年度内に2回開催
・ホームページの改訂、リーフレット、事業報告書の作成

（3）第3フェーズ　評価・改善（平成30年度～平成31年度）

　第３フェーズでは、それまでの取組をもとに成果を点検・検証し、取組の改善につなげるととも

に、事業期間終了後の取組継続に向けた体制を整備する。

8

3-2	 	進捗状況

（1）第1フェーズ　条件整備（平成26年度～平成27年度）

　第1フェーズにあたる平成26年度～27年度の目的は、AL型授業の全学展開の環境を整えていく

ことであった。教育技術開発ワーキンググループ（以下、教育技術開発WG）を中心に、ALをテー

マとした講演会や報告会を開催することにより AL型授業導入に関する心理的障壁の引き下げを図

る他、AL対応教室に必要な設備・備品について検討、整備を進めるとともに、クラス・サポーター

育成に着手、授業アーカイブシステムの運用開始など、物理的・人的条件整備を行った。

項目 取組概要（平成26年度～27年度）

1.			教職協働による AL	型授業	
推進体制の構築

・教育技術開発WGの毎月開催
・ファカルティ・ディベロッパーの育成検討（H27）

2.			３つのポリシー改訂

・		ディプロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）の改
訂（H26）
・		DP・CP の再検討とアドミッション・ポリシー（AP）の改訂審議
（H27）

3.			AL 事例調査・研究 ・他大学の先行事例の訪問調査（H26：３校、H27：３校）

4.			AL 講演会・報告会
・ALをテーマとした FD研修会の開催（H26：３回、H27：３回）
・AL実践研究会の発足（H27）

5.			クラス・サポーターの育成
・クラス・サポーター（CS）の試行（H26）、導入（H27）
・		CS 育成プログラムの開発（H27）

6.			AL 対応教室整備 ・AL対応教室の整備（H26：３教室、H27：１教室）

7.			授業アーカイブシステム
・授業アーカイブシステムの導入（H27）
・授業アーカイブをテーマとした FD研修会の実施（H27）

8.			学習成果指標の策定（在学生・
卒業生アンケート）

・成果指標の策定（H26）
・AL導入科目実施状況調査実施、アンケートシステムの整備
・ジェネリックスキルの測定（H27）
・在学生アンケート調査実施（H27）

9.	成果公表
・評価委員会の年２回開催
・ホームページ、リーフレット、事業報告書の作成・配布
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た（学生 FDスタッフに関する詳細は後述）。

1-2	 FDer（ファカルティ・ディベロッパー）の育成と認定

本事業では、AL 型授業に先駆的に取組む教員を「ファカルティ・ディベロッパー（以下、

FDer）」と位置づけ、ALの全学展開をリードし、本学の教授法の質的転換の実現の先導役となる

ことを期待役割として認定する取組を行っており、平成28年度に3名、平成29年度には2名を認定

した。

　　　　　　　　　（H30/1/17	FDer 認定証交付式）

認定にあたっては、教育技術開発WGにおいて、本学における FDer の在り方について、中央教

育審議会答申や他大学先行事例などを参考に定義および位置づけを参考にしながら検討を重ね、特

にALの手法や授業の実践例の普及について指導的な役割を行う FDer の育成	および活動が喫緊の

課題であることが確認された。あわせて、FDer 育成のための研修プログラムの調査および検討を

行い、授業デザイン、ファシリテーション、およびインストラクショナルデザインをテーマとした

ものの中から、原則として2つ以上の講座修了を認定の条件とした。認定された教員は、先進的に

授業実践に取り組むのみならず、AL実践研究会のファシリテーター役として、あるいは新任教員

に AL実践への助言を行う役割として、コアとなる教員として位置付けられ、そのために必要な活

動に対する予算的な支援を FD推進機構が行うこととしている。FDer の役割は新たに ALに取り

組む教員の動機づけとなるとも考えられ、第2フェーズである全学展開の局面において、その存在

は大きなものとなった。

12

取組の概要2
取組の概要

1.�教職協働によるAL�型授業推進体制の構築

1-1	 教職協働から教職「学」協働の実施体制へ

平成26年10月、FD推進機構のもとに教職協働組織である教育技術開発WGが設置され、以降、

AL導入促進の主体として、FD推進機構各部会から報告される実施状況・成果の分析、学内講習

会開催、事例調査・視察の計画や振り返りを行い、FD推進機構運営委員会で報告を行うとともに、

得た知見を学内に水平展開することを目的に活動を行った。しかしながら、AL導入のさらなる進

展のために、実際に授業を実施する教員間における授業実践例ならびにその成果についての情報共

有や、授業実施上の課題に関する連絡協議の場が必要であるとの認識を持つに至り、平成27年2月、

授業実施者による「AL実践研究会」を、教育技術開発WG下に設置し、実践例の蓄積と課題の抽

出を行うこととした。

これに伴い、平成28年度より、WG構成員の見直しを行い、各学部委員を各部会長（学部長）に

変更するとともに、授業実施代表者として学部代表４名を加え、授業実施者と推進組織との密なる

連携を図るものとした。特に、平成28年度から平成29年度にかけては、平成27年度までのフェーズ

１（条件整備）に導入・整備を進めた環境をいかに活用していくかという議論が活発に行われた。

特に、平成29年度には、学習ポートフォリオの開発について機能ならびに運用面についての詳細な

議論が行われた他、新たに組織された「学生 FDスタッフ」がWGに参加し、授業改善活動につい

ての報告を行うなど、学生が AL型授業の主体として事業に参画していく可能性を示すものとなっ
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3.�AL 型授業実施のための教授・学習環境の整備

3-1	 	AL 対応教室の整備

本学では、第Ⅲ期施設・設備計画において、図書館と情報基盤センターの機能を見直し、学内共

有スペース利用状況の再検討を経て、キャンパス全体をラーニング・コモンズ化する計画が進んで

いる。本取組ではそれに連動して、主に第１フェーズにおいて、既存の教室の一部を AL対応教室

として改修し、グループワークやディスカッションに適した環境を整え、動きやすいスペースを確

保し、本取組の成果向上に繋げるものとした。整備状況は以下のとおりである。

整備年度 教室名 稼働時期 配置座席数 稼働率※

H26
A24
C22
D31

9月	
9月
9月

固定120席→可動 72席
固定200席→可動128席
固定120席→可動 72席

40％
30％
50％

H27 A33 9月 固定120席→可動 60席 20％

H28
A44
B37

４月
４月

固定120席→可動 70席
固定 96席→可動 64席

41％
35％ 

	 ※整備年度後期の数値

（A44教室） （B37教室）
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　 【福岡工業大学における FDer】2016/03/14付申し合わせ

要件

本学におけるファカルティ・ディベロッパー（以下、FDer）とは、本学の各教員や組織そのものが
教育活動を改善・向上させ、集合体としての組織的教育力を高めることができる環境を整備する人
材を指す。その活動をもって、本学の育成すべき人材像（実践型人材）の実現に欠かせない、学生
の「能動的な学習態度の涵養」と「知識の定着」に寄与していく。

定義

次の要件を全て満たした教職員を教育技術開発WG長の推薦に基づき、FD推進機構長が認定する。
1)	AL 型授業を先導的に実践し、その知見を一般化、体系化して共有、展開することができる者。
2)		本学の教育改善に資する2つ以上の研修（別表）を修了した者、または同等以上の能力を有する
者。

3)		自らの教育力を高めるとともに、本学の教員や組織の教育力を高める継続的な支援の経験を有
する者。

役割

FDer は、FD推進機構長および教育技術開発WG長の下、AL型授業の全学展開をリードする。具
体的には次の役割を担う。なお、FDerとしての活動について、年間10万円を限度に予算措置される。
・AL実践研究会への参画、発表
・学内 FD・SDに関する各種研修・ワークショップの立案、講師選定
・個別授業に関する相談・アドバイス
・担当授業の常時公開
・新たな FDer の育成
・その他、本学の教育活動の改善・向上に資する取り組み

2.�3つのポリシー改訂
３つのポリシーのうち、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーについては、平成26

年11月に改訂を終了し、アドミッション・ポリシーについての検討を残していた。そんな中、「学

位授与の方針、教育課程編成・実施の方針及び入学者受入れの方針の策定及び運用に関するガイド

ライン（素案）」（Ｈ28/1/18中教審大学分科会大学教育部会）が発出され、３つのポリシーそれぞ

れを一体的で整合性あるものとして策定することが改めて確認されるとともに、ディプロマ・ポリ

シーを起点としてそれぞれが内部質保証のためにＰＤＣＡサイクルの中で実質的機能を果たすよう

強く求められることとなった。

また、特にディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーについては、体系的で組織的な教

育を実施するための目標や評価（アセンスメント）基準として機能すべく要請されていることから、

本学でも再度ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーの見直しや確認を行うとともに、

その上で一体性のあるアドミッション・ポリシーの策定を行うこととした。見直し・策定にあたっ

ては、学位プログラムの単位である学科を基本として作業を進めたが、アドミッション・ポリシー

については学部単位での記載もあわせて盛り込んだ。ディプロマ・ポリシーではアセスメント可能

であるかを確認するとともに、カリキュラム・ポリシーでは従来記載のなかった「学習成果の評価

の在り方」について記載を加えた。またアドミッション・ポリシーの策定では、ディプロマ・ポリ

シー、カリキュラム・ポリシーとの整合性を検討するとともに「主体性・協働性・多様性理解」を

どのように判定していくのかを盛り込み、具体的入試方法との関係づけを行った。これらの作業を

経て、平成29年4月より新たな３つのポリシーが実施されている。
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福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

　 【授業アーカイブシステム利用実績】

H27実績
（目標）

H28実績
（目標）

H29実績
（目標）

授業アーカイブシステム利用学生数（名、実数）
562
（20）

602
（50）

590
（65）

授業アーカイブシステム利用授業数（コマ）
153
−

212
−

239
（185）

うち、振り返り授業数（コマ、科目）
151、16
（60、20）

205、30
（150、30）

232、28
（175、35）

　　　復習用
　　　事前学習用

129、14
22、2

130、25
87、8

155、23
107、10

授業アーカイブシステム利用平均視聴時間（時間） 5.3 3.1 3.5

アーカイブ活用 FD研修（回数）
2
（1）

1
（1）

1
（1）

※H27実績は後期のみ

事業計画当初には反転学習という授業スタイルは、想定されていなかったものの、取組の一環と

して他大学視察を行った中で、事例として学内に紹介したこの反転授業というスタイルが、本学の

カリキュラムに適したものとして普及しつつある。学生のアクセス状況を見ても、反転授業に代表

されるように、事前の学修や課題と連動している場合や、実験や機器の手順説明を確認する必要が

ある場合などはアクセス数が高く、学生の積極的な視聴が伺われることが傾向として確認された。

また、学期末においては、試験に伴う振り返り学習と推察される利用により、アクセス数が増加し

たことが確認された。

16

3-2	 	授業アーカイブシステムの導入と活用

（1）授業アーカイブシステムの導入と活用状況

本取組では、第１フェーズである平成27年度後期から授業アーカイブシステムを導入し、学生の

振り返り学習や反転授業の事前学習としての利用、およびモデル授業の FD研修コンテンツとして

の活用を行っている。担当教員が授業アーカイブを導入する際、設定や収録、データ変換などのサ

ポートを情報基盤センターで取り扱うこととしている他、専用機材の収録カメラを大人数の AL対

応教室に備えつけ、授業収録における利便性の向上を図り、利用の環境を整えた。

（授業アーカイブシステム（FIT	Replay）画面）

　 【導入機材】

アーカイブ配信サーバー（MediaDEPO）　

可搬型収録カメラ（PowerRecSS）

編集ソフトウェア（MediaDEPO	Author）	　

保守サポート

平成27年度後期の試行期間および、第2フェーズの平成28年度から29年度の導入科目数、利用学生

数等の利用実績は次のとおり。
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福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

		　　　　　　（H27/10/23	FD	Café）

4.�AL 実践事例の調査研究と共有

4-1	 	他大学事例の視察

本取組では、ALに関する優れた先行事例を有する国内の大学に訪問調査を行い、ALの実施環境

や教育方法、AL の成果を測る具体的方法や指標について把握することにより、本学における AL

全学展開に資することとしている。同時に、AL 全学展開を目的的かつ効率的に推進するために、

AL先進事例の知見を得るとともに、他学の先進事例に直接触れることでAL型授業の意義、必要性、

方法、成果と課題等に関する共通認識を持つ教員グループを形成していくことが目的である。

　 【事例調査の実績】

年度 大学名 日程 視察の視点 訪問者

H26

創価大学
H26/12/18
～12/19

LTD学習法を活用した反転授業や学修
支援について

教職員8名

山梨大学
工学領域における反転習得型学習のた
めの反転授業の取組について

長崎大学 H27/3/6 経営系科目でのAL導入について 教職員10名

H27

玉川大学 H28/1/14 ALの体系化と効果測定 教職員6名

山口大学 H28/1/28 共通教育を中心としたALの推進 教職員7名

名城大学 H28/2/23 教養科目大人数講義でのAL 教職員7名

H28

金沢大学

H28/12/15

学修ポートフォリオの活用、学生バッ
クアップポリシー策定、授業カタログ
等について

教職員6名

金沢工業大学
eシラバスを通した正課と課外の接続、
ポートフォリオによる学生の振り返り
と指導

18

（2）授業アーカイブシステムを活用した FD研修会開催

授業アーカイブシステムにより蓄積された AL型授業は、それを素材として FD研修会を行い、

AL型授業のノウハウ獲得の機会としている。

　 【授業アーカイブシステムを活用した FD研修会】

年度 開催日 テーマ

H27

H27/9/15
新任教員 FD研修会「ALの効果と実際の講義への導入可能性」
ファシリテーター：システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

H27/10/23
FD	Café「AL ～新しい教育法の試み～」
事例発表者：電気工学科　松尾敬二　教授
　　　　　　情報システム工学科　徳安達士　教授

H28 H28/08/25
AL 実践研究会「動画やクリッカーを利用した講義～反転講義・振り返り～」
事例発表者：電気工学科　北川二郎　教授
ファシリテーター：電子情報工学科　松木裕二　教授

H29 H30/03/05
AL 実践研究会「アーカイブシステムを使った授業の工夫と効果」
事例発表者：電子情報工学科　松木裕二　教授

具体的には、実際の授業における反転授業の試みと、導入前後での成績の延びについて比較した

成果の事例報告や、動画を用いるだけではなく、クリッカー等の ICT を組み合わせて確認テスト

を行う事例報告が行われ、授業実践例をモデル化して広くイメージの共有を図る機会となってい

る。また、新任教員 FD研修会では、参加者への事前課題として、ALに関する動画を FIT	Replay

にて視聴した上で、「ALの効果と実際の講義への導入可能性」についてグループディスカッション

を行うなど、システムを実際に利用することを経験する機会を設け、授業での活用イメージ作りに

努めた。その他、学部にて教育業績賞に選出された公開授業などを録画し、FIT	Replay にて共有

することで、当日参加できなかった教員にも AL型授業をはじめとする教育改善のノウハウ共有の

機会を提供できる環境を整えることができた。

　　　　　　（H27/10/23	FD	Café）
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福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

（2）FD研修会（FD	Café）

外部有識者（大学教育関係者を問わず）を招聘し、外部の知見を取り入れて教職員の ALに対す

る理解を深め、取組の気運を高めている（年間複数回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H26

H26/10/15
FD 研修会「大学教育再生加速プログラムの採択にあ
たって」
説明者：情報通信工学科　前田洋　教授

教職員86名

H26/11/20
FD	Café「AL の設計と導入の課題～河合塾全国調査か
ら見えてきたこと～」
講師：学校法人河合塾　谷口哲也　氏

教職員36名

H27/2/18

FD	Café「AL 事例視察報告～反転学習の取組から見え
てきたもの～」
報告者：	情報通信工学科　前田洋　教授	

システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授	
社会環境学科　大石太郎　助教

教職員52名
学生他4名

H27

H27/7/30
FD	Café「AL の可能性を探る」
講師：山梨大学　森澤正之　教授

教職員62名
学生他1名

H27/10/23
FD	Café「AL ～新しい教育法の試み～」
事例発表者：	電気工学科　松尾敬二　教授	

情報システム工学科　徳安達士　教授
教職員33名

H28

H28/12/2

FD	Café「高大接続教育の行方～これからの大学での学
びを考える」
講師：福岡県立大学　学長　柴田洋三郎　教授
　　　学校法人河合塾　中島由起子　氏

教職員35名

H29/2/17
FD	Café「主体的・対話的で深い学びを実現するAL型
授業のコツ～物理科目を例に～」
講師：産業能率大学　小林昭文　氏

教職員45名

H29 H29/9/15
FD	Café「AL について話をしよう！」
ファシリテーター：社会環境学科　土屋麻衣子　教授

教職員16名
学生11名

20

H29

芝浦工業大学

H29/10/26
～10/27

SCOT 研修の視察、学生・教職員と
の意見交換

職員2名
学生3名帝京大学 SCOT活動について

東洋大学 学生 FDの活動について

これらの視察を通して、以下のような本事業を推進するうえで改善となるヒントを複数得ること

ができた。

・「反転授業」や「LTD学習法」等、学生が主体的学習に向かうために有用なティーチング法

・ラーニング・コモンズやAL対応講義室の整備状況、授業アーカイブシステムの活用状況

・AL型授業の推進と合わせた制度改革（CAP制、授業時間の工夫）

・正課外プログラムを通した全学的な汎用的能力育成の仕組み（ALポイント）

・自己認知能力の定量的評価の仕組みづくり

・AL型授業の類型化や授業実践例（カタログ作成）

・学生が授業改善活動に参画する取組（SCOT、学生 FD）

また、次の第3フェーズでは、これまで事例視察を行ってきた大学の取組のその後について調査

を継続するとともに、テーマⅠ採択校で形成するネットワークをもとに、各校の成果に関する情報

共有を行っていくことにより、取組の評価・改善につなげていく予定である。

4-2	 	AL をテーマにした講演会・報告会の開催

本取組では、随時 ALをテーマとした講演会・報告会を開催し、学内教職員を対象に ALに関す

る授業実践例ならびにその成果についての情報共有や、授業実施上の課題に関する協議の場として

授業実施者による実践例の報告と課題の抽出を行っている。

（1）AL実践研究会

教職員に対して、ALの実践例や手法の共有を図ることを目的とし、授業アーカイブの活用事例

やグループワークの進め方など、実際の授業事例の共有と検討を行っている（年間2回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H27 H28/3/10
授業実践事例報告
報告者：電気工学科　松尾敬二　教授
　　　　情報システム工学科　徳安達士　教授

教職員51名

H28

H28/8/25
「動画やクリッカーを利用した講義～反転講義・振り返り～」
事例発表者：電気工学科　北川二郎　教授
ファシリテーター：電子情報工学科　松木裕二　教授

教職員35名

H29/1/27
ピアで創る AL型講義
ファシリテーター：システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員26名

H29 H30/3/5
「アーカイブシステムを使った授業の工夫と効果」
事例発表者：電子情報工学科　松木裕二　教授

教職員25名
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（2）FD研修会（FD	Café）

外部有識者（大学教育関係者を問わず）を招聘し、外部の知見を取り入れて教職員の ALに対す

る理解を深め、取組の気運を高めている（年間複数回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H26

H26/10/15
FD 研修会「大学教育再生加速プログラムの採択にあ
たって」
説明者：情報通信工学科　前田洋　教授

教職員86名

H26/11/20
FD	Café「AL の設計と導入の課題～河合塾全国調査か
ら見えてきたこと～」
講師：学校法人河合塾　谷口哲也　氏

教職員36名

H27/2/18

FD	Café「AL 事例視察報告～反転学習の取組から見え
てきたもの～」
報告者：	情報通信工学科　前田洋　教授	

システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授	
社会環境学科　大石太郎　助教

教職員52名
学生他4名

H27

H27/7/30
FD	Café「AL の可能性を探る」
講師：山梨大学　森澤正之　教授

教職員62名
学生他1名

H27/10/23
FD	Café「AL ～新しい教育法の試み～」
事例発表者：	電気工学科　松尾敬二　教授	

情報システム工学科　徳安達士　教授
教職員33名

H28

H28/12/2

FD	Café「高大接続教育の行方～これからの大学での学
びを考える」
講師：福岡県立大学　学長　柴田洋三郎　教授
　　　学校法人河合塾　中島由起子　氏

教職員35名

H29/2/17
FD	Café「主体的・対話的で深い学びを実現するAL型
授業のコツ～物理科目を例に～」
講師：産業能率大学　小林昭文　氏

教職員45名

H29 H29/9/15
FD	Café「AL について話をしよう！」
ファシリテーター：社会環境学科　土屋麻衣子　教授

教職員16名
学生11名

20

H29

芝浦工業大学

H29/10/26
～10/27

SCOT 研修の視察、学生・教職員と
の意見交換

職員2名
学生3名帝京大学 SCOT活動について

東洋大学 学生 FDの活動について

これらの視察を通して、以下のような本事業を推進するうえで改善となるヒントを複数得ること

ができた。

・「反転授業」や「LTD学習法」等、学生が主体的学習に向かうために有用なティーチング法

・ラーニング・コモンズやAL対応講義室の整備状況、授業アーカイブシステムの活用状況

・AL型授業の推進と合わせた制度改革（CAP制、授業時間の工夫）

・正課外プログラムを通した全学的な汎用的能力育成の仕組み（ALポイント）

・自己認知能力の定量的評価の仕組みづくり

・AL型授業の類型化や授業実践例（カタログ作成）

・学生が授業改善活動に参画する取組（SCOT、学生 FD）

また、次の第3フェーズでは、これまで事例視察を行ってきた大学の取組のその後について調査

を継続するとともに、テーマⅠ採択校で形成するネットワークをもとに、各校の成果に関する情報

共有を行っていくことにより、取組の評価・改善につなげていく予定である。

4-2	 	AL をテーマにした講演会・報告会の開催

本取組では、随時 ALをテーマとした講演会・報告会を開催し、学内教職員を対象に ALに関す

る授業実践例ならびにその成果についての情報共有や、授業実施上の課題に関する協議の場として

授業実施者による実践例の報告と課題の抽出を行っている。

（1）AL実践研究会

教職員に対して、ALの実践例や手法の共有を図ることを目的とし、授業アーカイブの活用事例

やグループワークの進め方など、実際の授業事例の共有と検討を行っている（年間2回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H27 H28/3/10
授業実践事例報告
報告者：電気工学科　松尾敬二　教授
　　　　情報システム工学科　徳安達士　教授

教職員51名

H28

H28/8/25
「動画やクリッカーを利用した講義～反転講義・振り返り～」
事例発表者：電気工学科　北川二郎　教授
ファシリテーター：電子情報工学科　松木裕二　教授

教職員35名

H29/1/27
ピアで創る AL型講義
ファシリテーター：システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員26名

H29 H30/3/5
「アーカイブシステムを使った授業の工夫と効果」
事例発表者：電子情報工学科　松木裕二　教授

教職員25名
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　 【CS雇用実績】

H26試行 H27実績 H28実績 H29 Ｈ30・31

CS 導入科目数 ８
24

（専門21、教養３）
29

（専門26、教養３）
31

（専門28、教養３）
−

CS導入授業数 11
66

（専門36、教養30）
77

（専門45、教養32）
81

（専門49、教養32）
−

のべCS数 35 123 140 137 −

実 CS数（名）
（目標）

20
72
−

77
（40）

75
（50）

−
（60）

　 【CSの雇用と実施フロー】

CSの雇用については、導入を希望する教員が「CS雇用申請書」を提出し、教育技術開発WG

で AL 授業の内容と CS活動内容を確認のうえ、CS候補者（原則として導入担当教員が推薦）の

配置を行う。CS候補者は原則として事前研修「CS合宿」を受講して授業での活動に臨むことと

している他、活動後にはCSに対してアンケートを実施する他、教員にも「CS雇用報告書」の提

出を求めて事後評価を行っている。その結果（H29年度前期の集計結果）、教員の「CS雇用報告書」

では、CSに期待する役割内容とそれに対する実際の貢献度を確認する設問について、CSを雇用

した教員全員が「とても貢献している／ある程度貢献している」と回答している他、「グループ学

習が進んでいないところや発言が難しい学生に対してヒントを出しながら参加しやすいようにフォ

ローすることができていた」「グループワークの際に昨年の経験を後輩と共有することにより、解

の考察までの完成度が高くなった」といった評価をしており、効果的・効率的な ALの実施に一定

の成果が認められている。また、CSアンケートでは、95.9％が CSとして期待された役割が明確

だったと回答した他、自身の貢献度について83.3%の学生が、「とても貢献していた／ある程度貢

献していた」と回答した。この中で、役割の明確化について「一度後輩の立場で受講する科目の

CSの活動を見ていたので、授業中の役割について把握できていた」とのコメントや、貢献度につ

いて、複数回CSを経験している学生から「（自身が）最高学年としての責任もあり、今まで経験

してきたことをもとに、自分で考え主体的にCSの活動ができた」とのコメントがあり、試行を含

めるとH29年度で4年目となるCS制度について、先輩が後輩のモデルとなり、グループでの学び

あいの中で互いにどのような態度で臨むべきかという雰囲気の醸成が進んできている事が分かる。

また、授業をより良くする気づきとして、「授業後の話し合いなどでCSと先生で意見交換を交え

ることができたら良いと思う」とのコメントも見られ、単に教員の補佐役としてではなく、CS自

身が関与する授業を改善していきたいという意識も見られることから、今後、CSが単に AL型授

業の支援を行うだけでなく、その経験者が授業改善活動に主体的に関わるものとして、学生 FDス

タッフとしての活動にも参画していく計画である（詳細は後述5-3）。

教員がCS雇用
申請書を
提出

時間割調整・
配置決定

事前研修
（合宿） 授業での活動

【事後評価】
CSアンケート
CS雇用報告書

22

（3）新任教員 FD研修会

着任後3年以内の新任教員を対象に、AL型授業をはじめとする授業改善に取り組んでもらうこ

とを目的に、教職員でグループディスカッションや相互授業参観のレビューなどを実施している

（年間1回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H27 H27/9/15
AL の効果と実際の講義への導入可能性
ファシリテーター：
システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員28名

H28 H28/9/23

AL 実践事例紹介とグループワーク
ラーニングパートナーによる相互授業参観
ファシリテーター：
システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員20名

H29 H29/9/28
2018年問題を見据えたAL全学展開の必要性
ファシリテーター：
情報システム工学科　徳安達士　教授

教職員13名

（H28/9/23	新任教員 FD研修会）　　　　　　　	　（H28/9/23	新任教員 FD研修会）

5.�CS（クラス・サポーター）の育成とその活動

5-1	 	CSの雇用

本事業では、AL 導入科目についてクラス・サポーター（以下、CS）と称する先輩学生を雇用

し、AL型授業の効率化を図っている。CSには対象科目の受講経験のある学生のうち優秀な者か

ら、教員を補助し、授業内外における少人数によるグループ学習のファシリテートやピアラーニン

グを促す知識・技能を一定程度有し、さらには ICT機器にも習熟した学生を育成、雇用するもので、

対象科目の受講学生はもちろん、CS自身の学習深化にも繋げることを目的としている。第1フェー

ズにおいては、キャリア教育における AL型授業での実績をもとに、試行的に課外での学習支援に

おける取組などを含めながら、専門科目での雇用を開始した。第2フェーズにおいては、さらに専

門科目での雇用が拡大し、目標値を上回る雇用実績となった。
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　 【CS雇用実績】

H26試行 H27実績 H28実績 H29 Ｈ30・31

CS 導入科目数 ８
24

（専門21、教養３）
29

（専門26、教養３）
31

（専門28、教養３）
−

CS導入授業数 11
66

（専門36、教養30）
77

（専門45、教養32）
81

（専門49、教養32）
−

のべCS数 35 123 140 137 −

実 CS数（名）
（目標）

20
72
−

77
（40）

75
（50）

−
（60）

　 【CSの雇用と実施フロー】

CSの雇用については、導入を希望する教員が「CS雇用申請書」を提出し、教育技術開発WG

で AL 授業の内容と CS活動内容を確認のうえ、CS候補者（原則として導入担当教員が推薦）の

配置を行う。CS候補者は原則として事前研修「CS合宿」を受講して授業での活動に臨むことと

している他、活動後にはCSに対してアンケートを実施する他、教員にも「CS雇用報告書」の提

出を求めて事後評価を行っている。その結果（H29年度前期の集計結果）、教員の「CS雇用報告書」

では、CSに期待する役割内容とそれに対する実際の貢献度を確認する設問について、CSを雇用

した教員全員が「とても貢献している／ある程度貢献している」と回答している他、「グループ学

習が進んでいないところや発言が難しい学生に対してヒントを出しながら参加しやすいようにフォ

ローすることができていた」「グループワークの際に昨年の経験を後輩と共有することにより、解

の考察までの完成度が高くなった」といった評価をしており、効果的・効率的な ALの実施に一定

の成果が認められている。また、CSアンケートでは、95.9％が CSとして期待された役割が明確

だったと回答した他、自身の貢献度について83.3%の学生が、「とても貢献していた／ある程度貢

献していた」と回答した。この中で、役割の明確化について「一度後輩の立場で受講する科目の

CSの活動を見ていたので、授業中の役割について把握できていた」とのコメントや、貢献度につ

いて、複数回CSを経験している学生から「（自身が）最高学年としての責任もあり、今まで経験

してきたことをもとに、自分で考え主体的にCSの活動ができた」とのコメントがあり、試行を含

めるとH29年度で4年目となるCS制度について、先輩が後輩のモデルとなり、グループでの学び

あいの中で互いにどのような態度で臨むべきかという雰囲気の醸成が進んできている事が分かる。

また、授業をより良くする気づきとして、「授業後の話し合いなどでCSと先生で意見交換を交え

ることができたら良いと思う」とのコメントも見られ、単に教員の補佐役としてではなく、CS自

身が関与する授業を改善していきたいという意識も見られることから、今後、CSが単に AL型授

業の支援を行うだけでなく、その経験者が授業改善活動に主体的に関わるものとして、学生 FDス

タッフとしての活動にも参画していく計画である（詳細は後述5-3）。

教員がCS雇用
申請書を
提出

時間割調整・
配置決定

事前研修
（合宿） 授業での活動

【事後評価】
CSアンケート
CS雇用報告書
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（3）新任教員 FD研修会

着任後3年以内の新任教員を対象に、AL型授業をはじめとする授業改善に取り組んでもらうこ

とを目的に、教職員でグループディスカッションや相互授業参観のレビューなどを実施している

（年間1回）。

　 【開催実績】

年度 開催日 テーマ 参加者

H27 H27/9/15
AL の効果と実際の講義への導入可能性
ファシリテーター：
システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員28名

H28 H28/9/23

AL 実践事例紹介とグループワーク
ラーニングパートナーによる相互授業参観
ファシリテーター：
システムマネジメント学科　藤岡寛之　教授

教職員20名

H29 H29/9/28
2018年問題を見据えたAL全学展開の必要性
ファシリテーター：
情報システム工学科　徳安達士　教授

教職員13名

（H28/9/23	新任教員 FD研修会）　　　　　　　	　（H28/9/23	新任教員 FD研修会）

5.�CS（クラス・サポーター）の育成とその活動

5-1	 	CSの雇用

本事業では、AL 導入科目についてクラス・サポーター（以下、CS）と称する先輩学生を雇用

し、AL型授業の効率化を図っている。CSには対象科目の受講経験のある学生のうち優秀な者か

ら、教員を補助し、授業内外における少人数によるグループ学習のファシリテートやピアラーニン

グを促す知識・技能を一定程度有し、さらには ICT機器にも習熟した学生を育成、雇用するもので、

対象科目の受講学生はもちろん、CS自身の学習深化にも繋げることを目的としている。第1フェー

ズにおいては、キャリア教育における AL型授業での実績をもとに、試行的に課外での学習支援に

おける取組などを含めながら、専門科目での雇用を開始した。第2フェーズにおいては、さらに専

門科目での雇用が拡大し、目標値を上回る雇用実績となった。
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	（H29/2/27	CS 合宿）　　　　　　　　　　　　			（H29/2/27	CS 合宿）

事前研修のプログラムを通じて、CSとして期待されている役割は、単純に教えることではなく、

学生の学びが活性化されるようファシリテートすることであることを体験的に学ぶ。また、CS合

宿は、講師である教員とともに、CS経験者の4年生が運営スタッフとして企画・運営を担ってい

る。先輩CSが自身の経験を後輩に伝え、先輩CSをモデルとして後輩が育っていくことで、学び

のより良い循環が生まれてきていると言える。

5-3	 学生による授業改善活動（学生FDスタッフ）への拡がり

本取組では、CSの活動の活発化によって形成されてきたCSコミュニティを活用し、学生が授

業を構成する一方の当事者として授業改善に参画するシステムを構築する取組を行ってきた。

活動の端緒として、平成27年度からCS合宿の運営への参画をはじめ、平成28年10月には学内で

公募を行い、「学生 FDスタッフ」として発足し、活動を開始した。平成29年12月に団体の名称を

「FIT − Join（フィットジョイン）」と定め、引き続き活動を展開していく。

　 【学生 FDスタッフ（FIT − Join）の概要】

■役割：

　	　福岡工業大学における学生 FD活動は、本学の授業改善を教員・職員・学生の三位一体で改

善・向上させようとする取り組み、およびそれに関わる活動である。

　	　学生 FDスタッフは本学の授業改善を学生の視点から教職員と一緒に考え、教職員と学生を

つなぐ活動によって本学での「学びのコミュニティづくり」の役割を担う。

　	　具体的には、学生の本音を吸収し、学生が感じていることを教職員に伝える、また教職員が

考えていることや課題を学生の視点から考え、それを学生に伝える存在として活動する。その

主体的活動によって本学の授業改善活動の活性化を促進する。
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5-2	 	CSの事前研修プログラム

CSの育成については、必要な事前研修プログラムを CS候補者に対して実施している。CSと

しての活動に必要な素養として、ファシリテーションについて理解し、実践すること、ファシリ

テーターとしての心構えを身につけることなどを目的に研修プログラムを実施し、AL型授業にお

ける教育効果をより向上させるとともに、ファシリテーターとしてのCS自身の学びに繋げること

を目的としている。

本学では、平成24年度から全学的キャリア教育カリキュラムである「就業力育成プログラム」を

展開しており、同プログラムの授業科目においてCSを活用して教育効果を高めてきた。今後、各

学科の専門科目において CSを本格的に導入するにあたり、学科専門科目に関する知識を備えた

ファシリテーションを行うことを念頭に、CSとしての基本知識や期待役割のための事前研修プロ

グラムを開発、実施した。

　 【「CS合宿」の概要と実績】

■参加者：次年度（前・後期）にCSとしての活動を予定する学生

■日時：前年度２月下旬～３月下旬	（１泊２日）

■目的：①ALとは何かについて、理解する。

　　　　②CSの仕事内容や求められる役割について、理解する。

　　　　③ファシリテーターとしての心構えを身に付ける。

■研修場所：グローバルアリーナ（福岡県宗像市）

■講師：宮本	知加子（FD推進機構特任教員）

■主な内容：・オリエンテーション

　　　　　　・4年生セッション（経験者から後輩へ）

　　　　　　・ワークショップ：年度によってテーマを変更（下表参照）

　　　　　　・ファシリテーションロールプレイ

　　　　　　　　場面別実践①話せない学生がいる　②自分ばかり話す学生がいる

　　　　　　　　　　　　　③雑談ばかり　等

　　　　　　・グループディスカッション「ファシリテーターとしての役割」

　　　　　　・グループ発表「目指すファシリテーターとは」

年度 日程 参加者数 ワークショップのテーマ

H27 H28/3/17～3/18 38名 専門科目での実践（CSとして何をすべきか）

H28 H29/2/27～2/28 45名 「主体性」の共通理解とステップの整理

H29 H30/3/1～3/2 35名 教員と学生のカタリバ

注：	CS 合宿を欠席したCS候補者については研修内容を収録した授業アーカイブを事前に視聴した上でCSとしての
活動に入ることを指導している。
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H29/12/16
Q-Conference2017（九州地区大学教育改善ネットワーク年次大会）
にてポスター発表

H30/ １月
「学生による学習意欲調査」実施
一般学生に授業の満足度やモチベーションを保つ方法などについてアンケートを
実施（回答者：414名）

6.�学習ポートフォリオの開発と導入

6-1	 	学習ポートフォリオ開発の目的と概要

ALによる学習効果を高めていくためには、学生の「やる気・動機づけ」が重要な要素となる。

それらを継続的に保持、向上させていくためには、目標を設定し、その達成のため自らをモニタリ

ング（メタ認知）しながら調整をしていくという能動的なプロセス（自己調整学習）へと学生が進

むよう支援する必要がある。これまで本学では、キャリア活動の記録に主眼を置いた「キャリア・

ポートフォリオ」を運用してきたが、今回これをより汎用的なシステムへと改善し、学習ポート

フォリオとして開発、教員・学生間のフィードバックにより学習成果の共有や振り返りを相互的に

���（H29/9/15�FD�Café�教職員との意見交換）

���（H29/12/16�Q-Conference�学生 FD活動のポスター発表）

（広報誌�Future�Design）

26

■活動内容：

　	　「教員の授業への想いを理解し、学生の想いを知ってもらう活動」と「学生の想いを理解し、

教員の授業への想いを学生に知ってもらう活動」を繰り返し、FDer をアドバイザーにおくこ

とによって授業改善への参画に繋げる。

■活動実績：

時期 内容

H29/ １月～４月 新入生オリエンテーションの企画運営

H29/3/2～3/3 学生 FDサミット2017春（山口大学）参加

H29/ ９/15
FD	Café「アクティブラーニングの話をしよう」開催
教職員と学生 FDスタッフが ALについて意見交換

H29/11月
教員インタビュー
FDer の教員に講義の工夫や教育への思いについてインタビューを実施

H29/12月
広報誌「Future	Design	学生とともに、先生とともに創る」発行
学生 FDの活動や教員インタビューの内容を紹介
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のとする。

　・	各回の授業の振り返りを記載させるとともに、教員からのフィードバックを行い、学習内容

の定着をはかる。

　・学生が入力した授業への「取組姿勢」・「講義理解」のデータを、授業改善に活用する。

　・	日々の学習状況について記録させ、予復習およびレポート作成等の課題の実施状況や授業外

学修時間の確認を行い、それらのデータを授業改善に活用する。

■正課外での活用：

　	　正課外活動（就職活動、地域貢献活動、サークル活動、ボランティア活動等）の記録を登録

する機能を活用し、それらの活動の成果物を蓄積する。記録に対しては、関連部署の職員およ

び担当教員からのフィードバックを行う。

■活用事例の共有：

　・	ポートフォリオを活用する教員（アセスメント科目の担当者等）の意見交換を定期的に実施

し、活用事例の共有を行う。

　・	前期終了時に、FD	Café を開催し、活用事例とその効果を紹介する。

■運用およびシステムの改善：

　・	ポートフォリオを活用する教員から画面仕様の使い勝手や機能の不足等について意見集約、

来期以降の運用改善とシステム改善に反映させる。

28

行いながら、授業改善や自己調整学習を支援できる形成的アセスメントツールとして活用していく

こととした。新たに導入するシステムの概要は以下のとおりである。

　 【学習ポートフォリオシステムの概要】

１．導入時期・対象学生：平成30年4月運用開始

２．名称：「FIT―AIM」主体的学びのための双方向学修支援システム

３．機能詳細　

　①	（学生）入学時に卒業後の将来像を登録する機能

　②	（学生）毎回の授業の振り返りコメントと「授業理解」「取組姿勢」をスケールで記載する機能

　③	（学生）日々の学習への取り組み（授業外学修の計画と実施）を記載する機能

　④	（学生）課外活動や資格取得などの活動記録を記載し確認する機能

　⑤	（学生）学修成果物（提出物等）を蓄積・ダウンロードできる機能

　⑥	（教職員）学生の記載内容に関してフィードバックを行う機能

　⑦		（教員）小テスト機能によりミニッツペーパーや演習問題との統合運用を行う機能 (Moodle

との連携）

　 【学習ポートフォリオ運用チャート】

6-2	 	学習ポートフォリオの活用

平成30年度から本システムを試行的に導入する計画であるが、その運用方法については、教育技

術開発WGにおいて、以下の方向で検討を行った。

■正課での活用：

　	　各学年、各学科、各学期でそれぞれ1科目をアセスメント科目として設定し、以下のような

例をもとに、各科目の特性に応じて活用するものとし、学生にはその実施目的を明確に示すも
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平成30年度から本システムを試行的に導入する計画であるが、その運用方法については、教育技

術開発WGにおいて、以下の方向で検討を行った。

■正課での活用：

　	　各学年、各学科、各学期でそれぞれ1科目をアセスメント科目として設定し、以下のような

例をもとに、各科目の特性に応じて活用するものとし、学生にはその実施目的を明確に示すも



第　　章
取組の成果

3



第　　章
取組の成果

3



取
組
の
成
果

	 33

福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

10 学生FDスタッフ数　［人］ 人 ― ― ― ― 14 10 20 30

11 AL対応教室数 教室 6 7 9 9 ― ― ― ―

12 AL型授業アーカイブシステムの導入時期 ― ― H27.7 ― ― ― ― ― ―

13 AL型授業アーカイブシステム活用FD研修回数 回 ― 2 1 1 1 1 1 1

14 AL型授業アーカイブシステム利用授業数 コマ ― 153 212 ― 239 185 210 210

15
AL型授業アーカイブシステムを活用して振り返り
学習をした学生数　［人］

人 ― 562 602 50 590 65 80 80

16 在学生・卒業生アンケートの実施回数 回 ― 1 1 1 1 1 1 1

17 評価委員会開催頻度　［回］ 回 2 2 2 2 2 2 2 2

18 「FD Annual Report AL特集号」掲載件数　（論文） 件 ― ― ― ― 3 5 ― 5

19
「FD Annual Report AL特集号」掲載件数　（実践
報告）

件 ― ― ― ― 5 10 ― 10

20 「能動的な学習態度」の評価方法の確立 ― ― ― ― ― 検討
開始

試行
開始

評価
開始

評価
定着

21 学習ポートフォリオの開発 ― ― ― ― ― 開発
実施 ― 運用

開始
運用
定着

　テーマにおける必須指標に関しては、項番１および３から５までの指標が、第1フェーズの平成

26年度から平成27年度に実績値が下降、第2フェーズの平成28年度から平成29年度に再度上昇する

という状況になった。これは、必須指標を図る手段として教員に対するWEBアンケートの手法を

取り入れているが、平成27年度実施分から外部評価委員会での改善指摘を踏まえ、AL型授業の実

施の有無を単に問うのではく、実施目的と対応する手法の認識に重点を置いた仕様に変更したこ

とが理由である。この変更により、AL要件に適う授業は、実際には平成27年度も継続して実施さ

れていたものの、ALに対する認識のばらつきから ALと回答されなかった例があり、回答画面の

変更が意図しない影響を及ぼしたと言える。このことを踏まえ、教育技術開発WGにて調査方法

の在り方について検討を重ね、AL実施状況の適切な把握のために平成28年度後期実施分からアン

ケートシステムの再修正を行い、問いの形を平成26年度実施分と同様の形に変更したうえで、「実

験・実習、実技やゼミ」は既に ALであるものとして、アンケート調査対象を「講義・演習」科目

のみとした。その結果、必須指標の項番１から５までの指標は、すべて設定した目標値をほぼ達成

する状況となった。

　これらの修正対応を通して、教育技術開発WGでは、学内各教員のALに対する意識の差につい

て考察する機会を得ることとなり、アンケートに回答することそのものが ALの理解を深める啓蒙

活動であることを認識に加え、回答しない教員の状況をヒアリングすることを含めて学内展開の施

策の検討を行うきっかけとなった。また、積極的に ALを実施する一定層のコア教員の状況も見え

てきており、それらの教員がアンケートの自由記述欄にて発信する AL型授業の要素や具体的な工

夫、課題について AL型授業実施ノウハウの情報として、FD	Café や AL 実践研究会を通じて全学

的に共有を行うことによりAL全学展開に資するものとなった。

　しかしながら、今後の各項目の最終目標値である80%を達成するためには、ALに消極的な教員

の協力を最大限得ることが必要であり、精緻な取組が必要とされる。AL実施に対する意識を高め

る働きかけのみでは限界があるため、大人数講義で実施されている科目の履修者人数の適正管理の

実施や、ALに取り組むことへの動機づけを行うため、教育活動に対する教員評価の仕組みの導入

といった支援策の検討を始めた。特に大人数講義となる教養教育科目については、平成30年度から

新カリキュラムを実施予定であり、複数科目の同時開講と履修者人数の制限を行うことにより、学

32

取組の成果3
取組の成果

1.�事業目標に関する達成度

本事業における必須指標および事業目標に関する達成度は以下のとおりである。

【テーマにおける必須指標】

項目 テーマにおける必須指標 単位
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

実績 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1
アクティブ・ラーニングを導入した授業科目数の割合
［％（導入科目数/総科目数）］

％ 53.6 38.8 52.0 50.0 80.2 70.0 80.0 80.0

2
アクティブ・ラーニング科目のうち、必修科目数の
割合
［％（必修科目数/アクティブ・ラーニング科目数）］

％ 31.4 33.0 36.1 25.0 36.4 23.0 20.0 20.0

3
アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合　
［％（受講学生数（実数）/在籍者数）］

％ 96.6 87.0 88.6 75.0 89.5 78.0 80.0 80.0

4
学生1人当たりアクティブ・ラーニング科目受講数
［受講科目数（受講延べ人数/在籍者数）］

科目 10.4 6.1 8.6 7.0 13.5 8.0 10.0 10.0

5
アクティブ・ラーニングを行う専任教員数
［％（実施専任教員数/総専任教員数）］

％ 64.4 60.8 88.2 60.0 95.7 70.0 80.0 80.0

6
学生1人当たりのアクティブ・ラーニング科目に関
する授業外学修時間	［時間数（1週間あたり（時間）］

時間 ― 2.3 4.0 16.0 6.3 18.0 20.0 20.0

【事業目標】

項目 各大学等の任意の指標 単位
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

実績 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1 AL型授業推進組織の設置時期 ― H26.10
設置 ― ― ― ― ― ― ―

2 ファカルティディベロッパー数　［人］ 人 ― ― 3 2 2 3 4 4

3 ディプロマ・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

4 カリキュラム・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

5 アドミッション・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

6 AL事例調査実施対象校数 校 3 3 3 2 3 2 2 2

7
ALテーマ講演会、報告会の開催回数　
（FD	Café、AL実践研究会）

回 3 3 4 2 2 2 2 2

8 クラス・サポーター数　［人］ 人 20 72 77 40 75 50 60 60

9 クラス・サポーター事前研修プログラムの開発時期 ― H27.3 ― ― ― ― ― ― ―
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10 学生FDスタッフ数　［人］ 人 ― ― ― ― 14 10 20 30

11 AL対応教室数 教室 6 7 9 9 ― ― ― ―

12 AL型授業アーカイブシステムの導入時期 ― ― H27.7 ― ― ― ― ― ―

13 AL型授業アーカイブシステム活用FD研修回数 回 ― 2 1 1 1 1 1 1

14 AL型授業アーカイブシステム利用授業数 コマ ― 153 212 ― 239 185 210 210

15
AL型授業アーカイブシステムを活用して振り返り
学習をした学生数　［人］

人 ― 562 602 50 590 65 80 80

16 在学生・卒業生アンケートの実施回数 回 ― 1 1 1 1 1 1 1

17 評価委員会開催頻度　［回］ 回 2 2 2 2 2 2 2 2

18 「FD Annual Report AL特集号」掲載件数　（論文） 件 ― ― ― ― 3 5 ― 5

19
「FD Annual Report AL特集号」掲載件数　（実践
報告）

件 ― ― ― ― 5 10 ― 10

20 「能動的な学習態度」の評価方法の確立 ― ― ― ― ― 検討
開始

試行
開始

評価
開始

評価
定着

21 学習ポートフォリオの開発 ― ― ― ― ― 開発
実施 ― 運用

開始
運用
定着

　テーマにおける必須指標に関しては、項番１および３から５までの指標が、第1フェーズの平成

26年度から平成27年度に実績値が下降、第2フェーズの平成28年度から平成29年度に再度上昇する

という状況になった。これは、必須指標を図る手段として教員に対するWEBアンケートの手法を

取り入れているが、平成27年度実施分から外部評価委員会での改善指摘を踏まえ、AL型授業の実

施の有無を単に問うのではく、実施目的と対応する手法の認識に重点を置いた仕様に変更したこ

とが理由である。この変更により、AL要件に適う授業は、実際には平成27年度も継続して実施さ

れていたものの、ALに対する認識のばらつきから ALと回答されなかった例があり、回答画面の

変更が意図しない影響を及ぼしたと言える。このことを踏まえ、教育技術開発WGにて調査方法

の在り方について検討を重ね、AL実施状況の適切な把握のために平成28年度後期実施分からアン

ケートシステムの再修正を行い、問いの形を平成26年度実施分と同様の形に変更したうえで、「実

験・実習、実技やゼミ」は既に ALであるものとして、アンケート調査対象を「講義・演習」科目

のみとした。その結果、必須指標の項番１から５までの指標は、すべて設定した目標値をほぼ達成

する状況となった。

　これらの修正対応を通して、教育技術開発WGでは、学内各教員のALに対する意識の差につい

て考察する機会を得ることとなり、アンケートに回答することそのものが ALの理解を深める啓蒙

活動であることを認識に加え、回答しない教員の状況をヒアリングすることを含めて学内展開の施

策の検討を行うきっかけとなった。また、積極的に ALを実施する一定層のコア教員の状況も見え

てきており、それらの教員がアンケートの自由記述欄にて発信する AL型授業の要素や具体的な工

夫、課題について AL型授業実施ノウハウの情報として、FD	Café や AL 実践研究会を通じて全学

的に共有を行うことによりAL全学展開に資するものとなった。

　しかしながら、今後の各項目の最終目標値である80%を達成するためには、ALに消極的な教員

の協力を最大限得ることが必要であり、精緻な取組が必要とされる。AL実施に対する意識を高め

る働きかけのみでは限界があるため、大人数講義で実施されている科目の履修者人数の適正管理の

実施や、ALに取り組むことへの動機づけを行うため、教育活動に対する教員評価の仕組みの導入

といった支援策の検討を始めた。特に大人数講義となる教養教育科目については、平成30年度から

新カリキュラムを実施予定であり、複数科目の同時開講と履修者人数の制限を行うことにより、学
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1.�事業目標に関する達成度

本事業における必須指標および事業目標に関する達成度は以下のとおりである。

【テーマにおける必須指標】

項目 テーマにおける必須指標 単位
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

実績 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1
アクティブ・ラーニングを導入した授業科目数の割合
［％（導入科目数/総科目数）］

％ 53.6 38.8 52.0 50.0 80.2 70.0 80.0 80.0

2
アクティブ・ラーニング科目のうち、必修科目数の
割合
［％（必修科目数/アクティブ・ラーニング科目数）］

％ 31.4 33.0 36.1 25.0 36.4 23.0 20.0 20.0

3
アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合　
［％（受講学生数（実数）/在籍者数）］

％ 96.6 87.0 88.6 75.0 89.5 78.0 80.0 80.0

4
学生1人当たりアクティブ・ラーニング科目受講数
［受講科目数（受講延べ人数/在籍者数）］

科目 10.4 6.1 8.6 7.0 13.5 8.0 10.0 10.0

5
アクティブ・ラーニングを行う専任教員数
［％（実施専任教員数/総専任教員数）］

％ 64.4 60.8 88.2 60.0 95.7 70.0 80.0 80.0

6
学生1人当たりのアクティブ・ラーニング科目に関
する授業外学修時間	［時間数（1週間あたり（時間）］

時間 ― 2.3 4.0 16.0 6.3 18.0 20.0 20.0

【事業目標】

項目 各大学等の任意の指標 単位
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

実績 実績 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1 AL型授業推進組織の設置時期 ― H26.10
設置 ― ― ― ― ― ― ―

2 ファカルティディベロッパー数　［人］ 人 ― ― 3 2 2 3 4 4

3 ディプロマ・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

4 カリキュラム・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

5 アドミッション・ポリシーの改訂 ― ― 全学科
実施

運用
開始 ― 見直し

実施 ― ― ―

6 AL事例調査実施対象校数 校 3 3 3 2 3 2 2 2

7
ALテーマ講演会、報告会の開催回数　
（FD	Café、AL実践研究会）

回 3 3 4 2 2 2 2 2

8 クラス・サポーター数　［人］ 人 20 72 77 40 75 50 60 60

9 クラス・サポーター事前研修プログラムの開発時期 ― H27.3 ― ― ― ― ― ― ―
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①　�GPA第３四分位置：H26年度から全学平均では毎年度上昇、学業成績の底上げが実現。但し、

AL取組状況の異なる学科でばらつきがあったり、年次進行で見ると値の減少が見られたりす

るなど、要因の検討とそれに基づく改善が必要であることが確認された。

H26 H27 H28 H29

学業成績（GPA第3四分位値） 1.58 1.59 1.63 1.64

②　�資格取得者数：専門教育に関連する資格取得者数は毎年度一定数を維持している。

H26 H27 H28 H29

資格取得数 280 257 279 237

③　�社会的活動へのコミット：在学生へのアンケートを実施し、ボランティアや地域貢献を含む社

会的活動へのコミット状況や意識を調査。平成28年度のアンケート結果では、回答者のうち

28％が「ボランティア活動や地域活動に参加したことがある」と回答し、51％が「関心はある

がまだ参加したことがない」と回答しており、サービスラーニングを含む課外での学修に対す

る興味の広がりを示している。今後、経年でデータ分析を行っていく。

④　�就職活動への満足度：H27年度卒業生から毎年度アンケート調査を実施。就職先は自分の目標

に適っていると回答した学生は、H27年度91.2%、H28年度92.8%と高い割合を示していた。

能動的な学習態度の涵養が将来への意識の高まりと就職活動の早期化に繋がり、満足度を向上

させていると考えられる。

⑤　�卒業生の生涯学習姿勢：H29年度卒業生へのアンケート調査をH30年度に実施予定。

⑥　�授業外学修時間：	学生一人当たりの AL科目に対する授業外学修時間（1週間あたり）は、平

成27年度実績の2.3時間から平成29年度実績の6.3時間と伸びている。この結果を、一授業あ

たりの授業外学修時間平均で見てみると、下表のとおり、授業外学修時間については、AL型

授業が AL型授業以外を上回る状況にある。AL型授業では、反転授業などの取組例にみられ

るように、事前に動画による課題を視聴して演習に臨んだり、グループでの協働課題が課され

る場合において、授業外でグループでの予備的なディスカッションを行ったり、発表の準備を

行ったりするなど、従来型の講義における予習・復習とは異なった形での授業外学修の取組が

増加していることが考えられる。また、この事実は、「能動的な学習態度の涵養」の成果を示

しているとも考えられるため、他の学生調査等の結果と併せて成果の裏付けとして確認してい

きたい。

34

生の主体的な科目選択を促すと同時に、適正な受講者人数の調整が実現する見込みである。

　また、必須指標の項番６の学生一人当たりの ALに対する授業外学修時間については、平成27年

度実績から平成29年度にかけて伸びは見られるものの、目標値には届いていないため、今後さらに

ALを導入する授業科目の割合を向上させるとともに、シラバスにおける授業外学修内容および時

間の指示の明確化を行う。また、平成30年度から導入する学習ポートフォリオにおいては、授業外

学習の計画と実施を記録し、自ら確認することができる機能を追加した。これらの施策を通じて引

き続き目標達成を目指すこととしている。

　本学任意の項目については、全ての指標において、目標値を達成もしくは上回る状況で進捗して

いる。特に項番15の授業アーカイブを活用して振り返り学習をした学生数については目標を大きく

上回る状況となっている。これについては、AL型授業の一形態として反転授業の導入が進んだこ

との証左であり、今後の高推移が想定される。

　引き続き、必須指標および独自の事業目標の達成を目指して本取組を推進していく。

2.�成果の測定項目とその分析結果

　本取組では、ALの進展に伴う成果の測定項目を、学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度

の涵養」のそれぞれについて以下の図のとおり設定し、その測定データによるエビデンスを踏まえ

て取組の改善を行っている。

　　【成果の測定項目】

各測定項目についての内容と、それに基づく改善事項は以下の通りである。
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①　�GPA第３四分位置：H26年度から全学平均では毎年度上昇、学業成績の底上げが実現。但し、

AL取組状況の異なる学科でばらつきがあったり、年次進行で見ると値の減少が見られたりす

るなど、要因の検討とそれに基づく改善が必要であることが確認された。

H26 H27 H28 H29

学業成績（GPA第3四分位値） 1.58 1.59 1.63 1.64

②　�資格取得者数：専門教育に関連する資格取得者数は毎年度一定数を維持している。

H26 H27 H28 H29

資格取得数 280 257 279 237

③　�社会的活動へのコミット：在学生へのアンケートを実施し、ボランティアや地域貢献を含む社

会的活動へのコミット状況や意識を調査。平成28年度のアンケート結果では、回答者のうち

28％が「ボランティア活動や地域活動に参加したことがある」と回答し、51％が「関心はある

がまだ参加したことがない」と回答しており、サービスラーニングを含む課外での学修に対す

る興味の広がりを示している。今後、経年でデータ分析を行っていく。

④　�就職活動への満足度：H27年度卒業生から毎年度アンケート調査を実施。就職先は自分の目標

に適っていると回答した学生は、H27年度91.2%、H28年度92.8%と高い割合を示していた。

能動的な学習態度の涵養が将来への意識の高まりと就職活動の早期化に繋がり、満足度を向上

させていると考えられる。

⑤　�卒業生の生涯学習姿勢：H29年度卒業生へのアンケート調査をH30年度に実施予定。

⑥　�授業外学修時間：	学生一人当たりの AL科目に対する授業外学修時間（1週間あたり）は、平

成27年度実績の2.3時間から平成29年度実績の6.3時間と伸びている。この結果を、一授業あ

たりの授業外学修時間平均で見てみると、下表のとおり、授業外学修時間については、AL型

授業が AL型授業以外を上回る状況にある。AL型授業では、反転授業などの取組例にみられ

るように、事前に動画による課題を視聴して演習に臨んだり、グループでの協働課題が課され

る場合において、授業外でグループでの予備的なディスカッションを行ったり、発表の準備を

行ったりするなど、従来型の講義における予習・復習とは異なった形での授業外学修の取組が

増加していることが考えられる。また、この事実は、「能動的な学習態度の涵養」の成果を示

しているとも考えられるため、他の学生調査等の結果と併せて成果の裏付けとして確認してい

きたい。

34
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　本取組では、ALの進展に伴う成果の測定項目を、学生の「知識の定着」と「能動的な学習態度

の涵養」のそれぞれについて以下の図のとおり設定し、その測定データによるエビデンスを踏まえ

て取組の改善を行っている。

　　【成果の測定項目】

各測定項目についての内容と、それに基づく改善事項は以下の通りである。
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【開催実績】

年度 日時

H26
第1回 ： 平成26年11月20日（木） 11：00～
第2回 ： 平成27年 3月23日（月） 14：00～

H27
第1回 ： 平成27年10月 7日（水） 11：00～
第2回 ： 平成28年 3月28日（月） 14：00～

H28
第1回 ： 平成28年10月13日（木） 11：00～
第2回 ： 平成29年 3月30日（木） 13：30～

H29
第1回 ： 平成29年 9月21日（木） 14：30～
第2回 ： 平成30年 3月14日（水） 11：00～

　評価委員会では、事業概要および評価指標、AL先進事例調査から得られる情報、CS導入の結果、

授業アーカイブシステムの導入結果等の個々の取組について、指摘・助言を得ており、それに基づ

いて事業計画の見直し改善を図っている。

3-2	 	FD	Annual	Report	AL 特集号発行

　平成29年度には、これまでの取組の成果公表の一つとして、AL実践事例を集めた「FD	Annual	

Report	AL 特集号を発行した（H30/2/14発行）。ここでは、AL実践をテーマとした論文3件、実践

報告5件を掲載した他、「AL 事例集」として実際の AL 型授業事例7事例を併せて収録した。この

AL事例集は、AL全学展開の施策の一つとして、ALに特に先進的に取り組む授業事例を教員アン

ケートならびに教育技術開発WGメンバーからの聞き取りをもとに抽出し、実際の授業を担当事

務局が参観して作成したものである。事例集の項目は FDer が監修を行い、AL型講義実施のポイ

ントをわかりやすく取りまとめたものとなっており、

学内教職員はもとより学外にも参考となるような事

例集として作成した。

【AL事例集の項目】

　・特徴点

　・AL講義のきっかけ

　・講義におけるAL要素

　・AL実施にあたってのポイント

　・AL講義の様子（写真等含む）

　・AL講義の注意点

　・授業アンケート内容（抜粋）

　・AL講義による学生の変化・教員の変化

　・AL実施前後の成績分布

　・AL講義をやってみた感想

　・授業見学のご案内（相互授業見学の可否）
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平成27年度実績 平成28年度実績 平成29年度実績

1授業あたりの授業外学修時間平均 43.5分 53.0分 54.5分

AL 型授業に対する1授業あたりの授業
外学修時間平均

44.7分 56.6分 55.7分

AL 型授業以外の授業に対する一授業あ
たりの授業外学修時間平均

40.0分 47.4分 51.2分

⑦　�授業アーカイブ利用数と視聴時間：授業アーカイブ利用学生は平成27年度からH28年度に飛躍

的に増加。その平均視聴時間は若干減少しているが、当初は1コマ90分の講義を収録し、アー

カイブに掲載していたが、反転授業の広がりとともに事前学習用動画5分～15分が多くなった

ことがその理由である。

⑧　�PROGテスト（1回目）：H27年度の１年次生にテスト実施、情報収集力や課題発見力などの

力が私立大学同系統の学生平均以下であることが明らかとなった。

⑨　�PROGテスト（2回目）: ⑧で実施した1年次生が３年次となったH29年度に同じ学生群（サ

ンプリングにより、各学部1学科に実施）にテストを実施した。その結果、情報工学部の1学

科では、リテラシー総合・コンピテンシー総合とも学生平均を上回ったが、工学部の1学科に

ついては、リテラシー総合は学生平均を上回るが、コンピテンシー総合は学生平均を下回っ

ていた。さらに、文系学部1学科では、リテラシー総合・コンピテンシー総合とも学生平均を

下回る結果であった。また、1年生からの成長分析では、3学科ともリテラシー総合は伸長が

見られた。ALの全学展開を推進する中で、学生の「知識定着」と「能動的な学習態度の涵養」

の視点から見ると、前者においては、一定の成果が確認できるものの、後者においては、各

学科の専門分野による授業方法の差異等もあることから、今後詳細な分析が必要であると考

えられる。

　これらのデータの他、授業アンケートと AL型授業との関連、AL型授業の導入による成績の伸

び等についても分析を行い、さらなる効率的・効果的なALの展開を図ることとしている。

3.�点検・成果公表

3-1	 	評価委員会の実施

　本取組では、毎年度2回の評価委員会を開催し、取組状況の報告を行っている。事業の進捗状況
や取組の成果を外部の視点から評価頂くため、産業界（株式会社九建　監査役）、高等学校（福岡

県立嘉穂総合高等学校長）、専門家（学校法人河合塾　教育研究部）を外部委員として迎え、本学

からは学長（FD推進機構長）、事業推進責任者の学務部長（WG長）、WGのメンバーが出席する

ものである。
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【開催実績】

年度 日時

H26
第1回 ： 平成26年11月20日（木） 11：00～
第2回 ： 平成27年 3月23日（月） 14：00～

H27
第1回 ： 平成27年10月 7日（水） 11：00～
第2回 ： 平成28年 3月28日（月） 14：00～

H28
第1回 ： 平成28年10月13日（木） 11：00～
第2回 ： 平成29年 3月30日（木） 13：30～

H29
第1回 ： 平成29年 9月21日（木） 14：30～
第2回 ： 平成30年 3月14日（水） 11：00～

　評価委員会では、事業概要および評価指標、AL先進事例調査から得られる情報、CS導入の結果、

授業アーカイブシステムの導入結果等の個々の取組について、指摘・助言を得ており、それに基づ

いて事業計画の見直し改善を図っている。

3-2	 	FD	Annual	Report	AL 特集号発行

　平成29年度には、これまでの取組の成果公表の一つとして、AL実践事例を集めた「FD	Annual	

Report	AL 特集号を発行した（H30/2/14発行）。ここでは、AL実践をテーマとした論文3件、実践

報告5件を掲載した他、「AL 事例集」として実際の AL 型授業事例7事例を併せて収録した。この

AL事例集は、AL全学展開の施策の一つとして、ALに特に先進的に取り組む授業事例を教員アン

ケートならびに教育技術開発WGメンバーからの聞き取りをもとに抽出し、実際の授業を担当事

務局が参観して作成したものである。事例集の項目は FDer が監修を行い、AL型講義実施のポイ

ントをわかりやすく取りまとめたものとなっており、

学内教職員はもとより学外にも参考となるような事

例集として作成した。

【AL事例集の項目】

　・特徴点

　・AL講義のきっかけ

　・講義におけるAL要素

　・AL実施にあたってのポイント

　・AL講義の様子（写真等含む）

　・AL講義の注意点

　・授業アンケート内容（抜粋）

　・AL講義による学生の変化・教員の変化

　・AL実施前後の成績分布

　・AL講義をやってみた感想

　・授業見学のご案内（相互授業見学の可否）
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平成27年度実績 平成28年度実績 平成29年度実績
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44.7分 56.6分 55.7分

AL 型授業以外の授業に対する一授業あ
たりの授業外学修時間平均

40.0分 47.4分 51.2分

⑦　�授業アーカイブ利用数と視聴時間：授業アーカイブ利用学生は平成27年度からH28年度に飛躍

的に増加。その平均視聴時間は若干減少しているが、当初は1コマ90分の講義を収録し、アー

カイブに掲載していたが、反転授業の広がりとともに事前学習用動画5分～15分が多くなった

ことがその理由である。

⑧　�PROGテスト（1回目）：H27年度の１年次生にテスト実施、情報収集力や課題発見力などの

力が私立大学同系統の学生平均以下であることが明らかとなった。

⑨　�PROGテスト（2回目）: ⑧で実施した1年次生が３年次となったH29年度に同じ学生群（サ

ンプリングにより、各学部1学科に実施）にテストを実施した。その結果、情報工学部の1学

科では、リテラシー総合・コンピテンシー総合とも学生平均を上回ったが、工学部の1学科に

ついては、リテラシー総合は学生平均を上回るが、コンピテンシー総合は学生平均を下回っ

ていた。さらに、文系学部1学科では、リテラシー総合・コンピテンシー総合とも学生平均を

下回る結果であった。また、1年生からの成長分析では、3学科ともリテラシー総合は伸長が

見られた。ALの全学展開を推進する中で、学生の「知識定着」と「能動的な学習態度の涵養」

の視点から見ると、前者においては、一定の成果が確認できるものの、後者においては、各

学科の専門分野による授業方法の差異等もあることから、今後詳細な分析が必要であると考

えられる。

　これらのデータの他、授業アンケートと AL型授業との関連、AL型授業の導入による成績の伸

び等についても分析を行い、さらなる効率的・効果的なALの展開を図ることとしている。

3.�点検・成果公表

3-1	 	評価委員会の実施

　本取組では、毎年度2回の評価委員会を開催し、取組状況の報告を行っている。事業の進捗状況
や取組の成果を外部の視点から評価頂くため、産業界（株式会社九建　監査役）、高等学校（福岡

県立嘉穂総合高等学校長）、専門家（学校法人河合塾　教育研究部）を外部委員として迎え、本学

からは学長（FD推進機構長）、事業推進責任者の学務部長（WG長）、WGのメンバーが出席する

ものである。
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　その後、本学 FDer の松木裕二教授によるコーディネートにより、河本氏、溝上氏、松尾教授を

登壇者として「アクティブ・ラーニング型授業の成果と課題」と題してパネルディスカッションが

行われた。ここでは、大学で伸ばすべき力とその方策について、学習成果の可視化に関する汎用的

能力の評価方法、科目の成績では測れない学生の課外での活動状況の把握、卒業生調査により社会

で活躍できる学生と卒業生の力との一致を見ることなど、本事業の成果をどのように示していくか

といった視点で多岐にわたる意見交換が行われた。

　最後に本事業評価委員からの講評が行われ、株式会社九建の川津孔嗣氏から、企業で採用に関

わってきた立場から、企業にとって最も問題なのは採用の際のアンマッチであり、それを解決する

ための方策を大学と協働して考えていくことができたら良いのではとの言葉があった。

　また、学校法人河合塾の中島由起子氏から、本取組の特色は人・モノを活用して組織的に ALに

取り組む教員を支援できていることであるとのコメントがあり、ポートフォリオについては大学の

みならず高校でも基盤になるものとして重要な課題であること、学生が出口に向かって自分の学び

をどう見せていくか、そのためにどう記録を作っていくか、高校・大学・社会への接続を見据え、

アクティブラーニングにとどまらない取組になりつつあるとの言葉が寄せられた。

　これらの内容を受けて、閉会挨拶として、下村学長から、本事業の今後について、本報告会での

ご意見を踏まえ、事業成果の可視化を行うよう努力していきたいとの挨拶が行われた。

（株式会社九建　川津�孔嗣�氏） 学校法人河合塾　中島�由起子�氏
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3-3	 	中間成果報告会の開催

　平成30年3月14日（水）、福岡工業大学 FIT ホールセミナー室において、本事業の中間成果報告

会を開催し、学内教職員42名、学外参加者22名の出席者を迎え、盛況のうちに閉会した。

　報告会では、まず文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室の河本達毅氏から、3つのポ

リシーを起点とする教育の内部質保証の考え方、大学教育が社会との接続を見据えて汎用的能力の

習得を目的とした応需型に変容していくことの必要性が述べられた。また、その方策としてアク

ティブラーニングを推進し、主体的な学びを促進することにより、学生が成長し、それが大学教育

の質保証につながることが示されるとともに、本学の事業の今後に対する期待が述べられた。

　次に、京都大学高等教育研究開発推進センターの溝上慎一教授から、「トランジションを見据え

たアクティブラーニング型授業への組織転換」と題して講演が行われ、戦後の日本社会の変化によ

り、学校から仕事・社会へのトランジション（移行）が課題となっており、個の専門的技能や知識

だけでなく組織の中での思考・コミュニケーション・問題解決が必要であることが述べられた。ま

た、大学教育では、習得から活用・探究への学習パラダイム変換が必要であり、思考力の育成のた

めには学習における外化が不可欠であること、授業の中で少しでもそのプロセスを組み込んでいっ

てほしいとの提言があった。

　これらの基調講演を受け、福岡工業大学の事業推進責任者である松尾敬二教授から、本事業の4

年間の取組について報告を行った。報告では、AL型授業推進の基盤整備から全学展開にかけての

具体的施策について報告が行われ、中でもグループワークや反転授業といったティーチング法の拡

がり、CS雇用による AL 型講義の効率化、学生への AL 型授業改善活動のひろがり、平成29年度

開発の学習ポートフォリオの目的や機能について説明が行われた。

（文部科学省　河本�達毅�氏）

（京都大学�教授　溝上�慎一氏） （福岡工業大学�事業推進責任者　松尾�敬二）



取
組
の
成
果

	 39

福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

　その後、本学 FDer の松木裕二教授によるコーディネートにより、河本氏、溝上氏、松尾教授を
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（株式会社九建　川津�孔嗣�氏） 学校法人河合塾　中島�由起子�氏
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3-3	 	中間成果報告会の開催
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てほしいとの提言があった。

　これらの基調講演を受け、福岡工業大学の事業推進責任者である松尾敬二教授から、本事業の4

年間の取組について報告を行った。報告では、AL型授業推進の基盤整備から全学展開にかけての

具体的施策について報告が行われ、中でもグループワークや反転授業といったティーチング法の拡

がり、CS雇用による AL 型講義の効率化、学生への AL 型授業改善活動のひろがり、平成29年度

開発の学習ポートフォリオの目的や機能について説明が行われた。

（文部科学省　河本�達毅�氏）

（京都大学�教授　溝上�慎一氏） （福岡工業大学�事業推進責任者　松尾�敬二）
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4.�今後の課題

　第3フェーズに向けての課題は、「ALを導入した授業科目数の割合80％」と「学生1人当たり AL

科目に関する授業外学修時間20時間」という2つの指標の達成である。特に本事業の目的である学

生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵養」の実現を図るためには、ALを導入した授業科

目数を8割まで引き上げることが最大のテーマとなる。

　平成29年度の実績において、AL型授業を行う専任教員が全教員の88.2％に達するなど教員の意

識を高めることは果たせたものの、依然として AL導入に消極的な教員（非常勤含む）が存在して

おり、その理由の多くは、「講義形式になじまない」といった誤解もしくは理解不足にある。そこ

で平成29年度からは、未実施教員へのヒアリングを実施し、様々な分野・科目における AL型授業

の導入事例の収集・情報共有によって AL実施に対する意識を高める取り組みを行ってきた。その

結果、AL授業の実施状況についてのアンケート回答率の上昇など、徐々に取組への認識の高まり

が明らかになってきている。

　また、学生の授業外学修時間については、ALを導入する授業科目の割合を向上させるとともに、

シラバスにおける授業外学修内容および時間の指示の明確化、今後開発予定の学習ポートフォリオ

において授業外学習の計画と実施を自ら確認できる機能を追加する等の施策を通じて、目標の達成

（20.0時間：設置基準充足の可視化）を目指すこととしている。

　さらに、中間報告会で指摘を受けた点として、以下のような点がある。

・	学習成果の可視化という視点では、汎用的能力に関する評価を科目の成績評価の中で、どの程度

の割合どのような方法で評価しているのかが明らかになっていなければ、GPAとコンピテンシー

の伸長に相関がみられないのは当然のことである。

・	キャリア教育、海外プログラム、課外プロジェクトといった科目の成績評価では現れない学生の

活動状況を、ポートフォリオによって確認し、IR の視点で効果がでていないと思われる活動を明

らかにしながら、各部署が連携していく必要がある。

・	卒業生調査によって、どのような学生が社会で活躍できているのか、また、そのような学生の育

成に大学がどのように関わったかを明らかにし、取組の改善につなげていくべきである。

・	ポートフォリオの導入について、今後は大学だけでなく、高校を含めた基盤となる取組である。

出口に対して学生の学びをどう見せていくか、そのためにどうポートフォリオで記録をとってい

くか、さらには高校生に入学時点で何を求めるかといった、高校・大学・社会への接続の視点が

必要である。今後、企業・高校・大学の種々の立場の関係者の意見をくみ取りながら取組成果の

共有と事業の改善を行っていく必要がある。

　これらの点については、今後の取組課題として受け止めるとともに、具体的方策を検討していき

たいと考えている。
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生の「知識の定着」と「能動的な学習態度の涵養」の実現を図るためには、ALを導入した授業科

目数を8割まで引き上げることが最大のテーマとなる。

　平成29年度の実績において、AL型授業を行う専任教員が全教員の88.2％に達するなど教員の意

識を高めることは果たせたものの、依然として AL導入に消極的な教員（非常勤含む）が存在して

おり、その理由の多くは、「講義形式になじまない」といった誤解もしくは理解不足にある。そこ

で平成29年度からは、未実施教員へのヒアリングを実施し、様々な分野・科目における AL型授業

の導入事例の収集・情報共有によって AL実施に対する意識を高める取り組みを行ってきた。その

結果、AL授業の実施状況についてのアンケート回答率の上昇など、徐々に取組への認識の高まり

が明らかになってきている。

　また、学生の授業外学修時間については、ALを導入する授業科目の割合を向上させるとともに、

シラバスにおける授業外学修内容および時間の指示の明確化、今後開発予定の学習ポートフォリオ

において授業外学習の計画と実施を自ら確認できる機能を追加する等の施策を通じて、目標の達成

（20.0時間：設置基準充足の可視化）を目指すこととしている。

　さらに、中間報告会で指摘を受けた点として、以下のような点がある。

・	学習成果の可視化という視点では、汎用的能力に関する評価を科目の成績評価の中で、どの程度

の割合どのような方法で評価しているのかが明らかになっていなければ、GPAとコンピテンシー

の伸長に相関がみられないのは当然のことである。

・	キャリア教育、海外プログラム、課外プロジェクトといった科目の成績評価では現れない学生の

活動状況を、ポートフォリオによって確認し、IR の視点で効果がでていないと思われる活動を明

らかにしながら、各部署が連携していく必要がある。

・	卒業生調査によって、どのような学生が社会で活躍できているのか、また、そのような学生の育

成に大学がどのように関わったかを明らかにし、取組の改善につなげていくべきである。
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くか、さらには高校生に入学時点で何を求めるかといった、高校・大学・社会への接続の視点が

必要である。今後、企業・高校・大学の種々の立場の関係者の意見をくみ取りながら取組成果の

共有と事業の改善を行っていく必要がある。

　これらの点については、今後の取組課題として受け止めるとともに、具体的方策を検討していき
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1.�取組広報（平成29年度分）

○	Q-LINKS 年次報告会「Q-conference」ポスターセッション

　　日時：平成29年12月16日

　　場所：福岡工業大学
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開催日 事項 議事

平成29年　　
9月26日（火）

第6回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオについて
2．H29年度前期 ALアンケート結果について
3．その他
　　①H29前期 CS活動まとめとH29後期 CS名簿
　　②学生 FD活動報告（FDer インタビュー記事	他）
　　③ AL特集号の投稿状況と構成について

平成29年　　
11月7日（火）

第7回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ運用案について
2．平成29年度授業アンケート前期総括
3．FDer の推薦について
4．FD	Café	の開催について	
5．その他
　　①学生 FD他大学視察報告
　　②AL特集号の投稿状況報告
　　③	アクティブ・ラーニング採択校協議会（11/18）参加につ

いて
　　④ 	Find ！アクティブ・ラーニング動画撮影（11/30）につ

いて

平成29年　　
11月28日（火）

第8回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ開発の現況について
2．学習ポートフォリオ運用案について
3．AL実践研究会開催計画
4．その他
　　①アクティブ・ラーニング採択校協議会（11/18）報告
　　②学生 FDスタッフ作成	他大学視察報告書の共有

平成29年　　
12月26日（火）

第9回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学生 FDスタッフ活動概要と今後の計画
2．FDer 認定
3．学習ポートフォリオ進捗報告
4．H30年度 CS候補者募集とCS事前研修
5．PROG結果概要
6．その他
　　①	Q-conference ポスター発表報告（12/16）
　　②中間報告会日程決定の報告
　　③ 	APシンポジウム（2018.10/26）事例発表本学参加につい

て

平成30年　　
1月30日（火）

第10回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ初期リリース版説明（SRAによる説明）
2．学生 FDスタッフによる学生へのアンケート実施報告
3．学習ポートフォリオ名称について
4．H29後期 AL型授業実施アンケート調査について
5．H29後期クラス・サポーター雇用報告書とＣＳアンケート
6．その他
　　①中間報告会（3/14）開催案内

平成30年　　
2月27日（火）

第11回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H29後期 CS実施報告
2．H30年度 CS申請一覧
3．H29後期	授業アーカイブシステム利用状況
4．H30年度	授業アーカイブシステム利用案内
5．H29事業予算執行状況
6．学習ポートフォリオのメニュー表示について
7．その他
　　・平成29年度	CS 合宿スケジュール（3/1～3/2）
　　・H29後期	AL 型授業実施アンケート調査　回答状況
　　・「AL実践研究会」開催案内（3/5）
　　・「学習ポートフォリオ研究会」開催案内（3/22）

46

2.�教育技術開発WG活動録（平成29年度分）

開催日 事項 議事

平成29年　　
4月25日（火）

第1回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H29教育技術開発WG年度方針
2．H29年度事業計画
3．H28後期 AL型授業実施アンケート集計結果
4．H28年度第2回評価委員会報告
5．H28年度 CS合宿報告
6．H29前期	CS 実施状況
7．H29前期	授業アーカイブシステム利用状況
8．学習ポートフォリオの開発
9．その他
　　①学生主体の授業デザインと運営手法WS開催報告 (3/14・15)
　　②ホームページ改訂
　　③APテーマⅠ採択校ホームページ（ALO）運用開始
　　④プロフェッショナルトレーナー認定テスト受験結果
　　⑤平成28年度大学改革推進等補助金実績報告書

平成29年　　
5月30日（火）

第2回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．成果指標進捗状況
2．FD	Annual	Report	AL 特集号の発行について	
3．AL事例集作成について
4．H29年度学生 FDの募集について
5．その他
　　①第3回テーマⅠ採択校協議会開催 (7/7@京都光華女子大 )
　　②	「システムマネジメント基礎」公開授業開催 (7/3	4限

＠ E棟 R1)
　　③学習ポートフォリオ開発企業3社デモ開催
　　④関連研修開催案内
　　⑤平成28年度大学改革推進等補助金実績報告書（収支決算書）

平成29年　　
6月27日（火）

第3回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．教育実践ポリシー（仮称）について
2．H29前期 AL型授業実施アンケート調査
3．AL事例集作成に向けたAL好実践例の授業参観について
4．学習ポートフォリオの開発について	
5．その他
　　①第3回テーマⅠ採択校協議会開催 (7/7@京都光華女子大 )
　　②	私立大学情報教育協会オンデマンド配信について（ご案内）

平成29年　　
7月25日（火）

第4回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H28後期 CS実施について
2．H28後期 FIT	Replay 活用について
3．学習ポートフォリオの開発について
4．学生 FD企画（案）について	
5．その他
　　①	大学教育再生加速プログラム（AP）中間評価の実施につ

いて
　　②	第3回テーマⅠ採択校協議会 (7/7@京都光華女子大 )開

催報告
　　③第1回評価委員会（9/21	14:30）
　　④関連研修開催案内
　　⑤A14教室へのホワイトボード設置について

平成29年　　
8月29日（火）

第5回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオの開発について	
2．FD	Café	教職員＆学生 FD懇談会（案）開催について
3．ALアンケート回答状況について
4．H29	前期 FIT	Replay（授業アーカイブシステム）利用状況
5．その他
　　①大学教育再生加速プログラム（AP）中間評価調書
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開催日 事項 議事

平成29年　　
9月26日（火）

第6回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオについて
2．H29年度前期 ALアンケート結果について
3．その他
　　①H29前期 CS活動まとめとH29後期 CS名簿
　　②学生 FD活動報告（FDer インタビュー記事	他）
　　③ AL特集号の投稿状況と構成について

平成29年　　
11月7日（火）

第7回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ運用案について
2．平成29年度授業アンケート前期総括
3．FDer の推薦について
4．FD	Café	の開催について	
5．その他
　　①学生 FD他大学視察報告
　　②AL特集号の投稿状況報告
　　③	アクティブ・ラーニング採択校協議会（11/18）参加につ

いて
　　④ 	Find ！アクティブ・ラーニング動画撮影（11/30）につ

いて

平成29年　　
11月28日（火）

第8回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ開発の現況について
2．学習ポートフォリオ運用案について
3．AL実践研究会開催計画
4．その他
　　①アクティブ・ラーニング採択校協議会（11/18）報告
　　②学生 FDスタッフ作成	他大学視察報告書の共有

平成29年　　
12月26日（火）

第9回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学生 FDスタッフ活動概要と今後の計画
2．FDer 認定
3．学習ポートフォリオ進捗報告
4．H30年度 CS候補者募集とCS事前研修
5．PROG結果概要
6．その他
　　①	Q-conference ポスター発表報告（12/16）
　　②中間報告会日程決定の報告
　　③ 	APシンポジウム（2018.10/26）事例発表本学参加につい

て

平成30年　　
1月30日（火）

第10回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオ初期リリース版説明（SRAによる説明）
2．学生 FDスタッフによる学生へのアンケート実施報告
3．学習ポートフォリオ名称について
4．H29後期 AL型授業実施アンケート調査について
5．H29後期クラス・サポーター雇用報告書とＣＳアンケート
6．その他
　　①中間報告会（3/14）開催案内

平成30年　　
2月27日（火）

第11回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H29後期 CS実施報告
2．H30年度 CS申請一覧
3．H29後期	授業アーカイブシステム利用状況
4．H30年度	授業アーカイブシステム利用案内
5．H29事業予算執行状況
6．学習ポートフォリオのメニュー表示について
7．その他
　　・平成29年度	CS 合宿スケジュール（3/1～3/2）
　　・H29後期	AL 型授業実施アンケート調査　回答状況
　　・「AL実践研究会」開催案内（3/5）
　　・「学習ポートフォリオ研究会」開催案内（3/22）
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2.�教育技術開発WG活動録（平成29年度分）

開催日 事項 議事

平成29年　　
4月25日（火）

第1回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H29教育技術開発WG年度方針
2．H29年度事業計画
3．H28後期 AL型授業実施アンケート集計結果
4．H28年度第2回評価委員会報告
5．H28年度 CS合宿報告
6．H29前期	CS 実施状況
7．H29前期	授業アーカイブシステム利用状況
8．学習ポートフォリオの開発
9．その他
　　①学生主体の授業デザインと運営手法WS開催報告 (3/14・15)
　　②ホームページ改訂
　　③APテーマⅠ採択校ホームページ（ALO）運用開始
　　④プロフェッショナルトレーナー認定テスト受験結果
　　⑤平成28年度大学改革推進等補助金実績報告書

平成29年　　
5月30日（火）

第2回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．成果指標進捗状況
2．FD	Annual	Report	AL 特集号の発行について	
3．AL事例集作成について
4．H29年度学生 FDの募集について
5．その他
　　①第3回テーマⅠ採択校協議会開催 (7/7@京都光華女子大 )
　　②	「システムマネジメント基礎」公開授業開催 (7/3	4限

＠ E棟 R1)
　　③学習ポートフォリオ開発企業3社デモ開催
　　④関連研修開催案内
　　⑤平成28年度大学改革推進等補助金実績報告書（収支決算書）

平成29年　　
6月27日（火）

第3回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．教育実践ポリシー（仮称）について
2．H29前期 AL型授業実施アンケート調査
3．AL事例集作成に向けたAL好実践例の授業参観について
4．学習ポートフォリオの開発について	
5．その他
　　①第3回テーマⅠ採択校協議会開催 (7/7@京都光華女子大 )
　　②	私立大学情報教育協会オンデマンド配信について（ご案内）

平成29年　　
7月25日（火）

第4回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．H28後期 CS実施について
2．H28後期 FIT	Replay 活用について
3．学習ポートフォリオの開発について
4．学生 FD企画（案）について	
5．その他
　　①	大学教育再生加速プログラム（AP）中間評価の実施につ

いて
　　②	第3回テーマⅠ採択校協議会 (7/7@京都光華女子大 )開

催報告
　　③第1回評価委員会（9/21	14:30）
　　④関連研修開催案内
　　⑤A14教室へのホワイトボード設置について

平成29年　　
8月29日（火）

第5回	FD推進機構
教育技術開発WG

1．学習ポートフォリオの開発について	
2．FD	Café	教職員＆学生 FD懇談会（案）開催について
3．ALアンケート回答状況について
4．H29	前期 FIT	Replay（授業アーカイブシステム）利用状況
5．その他
　　①大学教育再生加速プログラム（AP）中間評価調書
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福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

講義型授業のメリットとして、広くたくさんの知識を学べる、集中できる、試験や資格取得の勉

強などに役に立つといった意見や、デメリットとしては、聞くだけだと眠くなる、授業をとめてし

まうので質問しにくい時があるなどの意見がありました。

参加教員からは、AL型授業のメリットとして、学生同士の学習コミュニティが形成される、プ

ロセスが評価できる、学んだことの活用ができるといった点が挙げられ、デメリットとしては、準

備が大変である、学習量が少なくなるのではないかといった点が挙げられました。講義型授業のメ

リットとして、知識の伝達ができる、学習量のコントロールができる、デメリットとしては、集中

力が続いていないように感じる、知識の定着率が低いのではないか、応用力が身につきにくいので

はないかなどの意見がありました。

質疑応答では、教員から学生に、講義型授業と AL型授業のどちらが力を身につけられると感じ

ているかという質問があり、講義型授業、AL型授業と分けるのではなく、90分の中で講義プラス

ALという形があると、理解度の確認ができ、そのあと先生に質問に行きやすいとの意見がありま

した。

また、ALをどう捉えているのかといった質問には、講義型授業であろうと AL型授業であろう

と、自分で考え、自分の頭がアクティブになっていれば ALであるのではないか、授業に対して受

け身なのか自分から学ぼうとする姿勢なのかが大切なのではないかとの回答がありました。

さらに ALを通して自分の学びへの姿勢や自分自身で変わったと思うことがあったら教えてほし

いとの質問には、わからないことを質問できる行動力がついた、グループをまとめる力が身につい

たと感じているとの回答がありました。
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3.�AL テーマ報告会（平成29年度分）

第13回 FD�Café「アクティブ・ラーニングについて話をしよう！～教職員＆学生懇談
会～」を開催しました（9/15）

平成29年9月15日（金）、「アクティブ・ラーニングについて話をしよう！」をテーマに、第13回

FD	Café を E棟3階 FDセミナー室にて開催いたしました。

今回の FD	Café では、社会環境学部　土屋麻衣子教授がファシリテーターとして、28名（教

員11名、学生11名、職員5名、高校教員1名）が集まり、本学でアクティブ・ラーニング（以下、

AL）型授業の全学的、組織的な展開を推進している中で、授業を受講している学生たちがAL型授

業をどのように捉え、どのように感じ、何を身に付けているのかについて、教職員と学生FDスタッ

フで意見交換を行うことができました。

座談会に先立ち、教育技術開発WG長の松尾敬二教授（FDer）から挨拶があり、「今回は教員と

学生で教育の中身や学び方について話し合う貴重な機会であること、福工大の授業をより良くして

いくために教職員、学生が授業について共に考えていきたい」とのお話がありました。

座談会では、まず土屋教授の導きで教員と学生の自己紹介を「来年の今頃こうなっています」と

いうコメント付きで行いました。

本題に入ると、土屋教授から現在の教育現場における ALに対する意見や見解の紹介があり、続

いて「アクティブ・ラーニング型授業、どうですか」というテーマをもとに、授業の受講者である

学生と、実施者である教員との意見交換に入りました。

参加者は学生と教員別個に6～7名ごとにテーブルを囲んで、従来の講義型授業と AL型授業の

メリット、デメリットという軸で特徴的なことをグループで話し合いました。その後、グループご

との発表と全体での質疑応答の時間が設けられました。この中で、参加学生からは、AL型授業の

メリットとして、課題を解決していくプロセスを実感できるので得た知識が記憶に残りやすく、理

解が深まる。わからない内容を友達に聞けるので問題解決の授業では効果的ではないかといった意

見や、デメリットとしては必要とされるスキルが多い、学生同士で温度差があるなどの意見が挙が

りました。



資
　料

	 49

福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

講義型授業のメリットとして、広くたくさんの知識を学べる、集中できる、試験や資格取得の勉

強などに役に立つといった意見や、デメリットとしては、聞くだけだと眠くなる、授業をとめてし

まうので質問しにくい時があるなどの意見がありました。

参加教員からは、AL型授業のメリットとして、学生同士の学習コミュニティが形成される、プ

ロセスが評価できる、学んだことの活用ができるといった点が挙げられ、デメリットとしては、準

備が大変である、学習量が少なくなるのではないかといった点が挙げられました。講義型授業のメ

リットとして、知識の伝達ができる、学習量のコントロールができる、デメリットとしては、集中

力が続いていないように感じる、知識の定着率が低いのではないか、応用力が身につきにくいので

はないかなどの意見がありました。

質疑応答では、教員から学生に、講義型授業と AL型授業のどちらが力を身につけられると感じ

ているかという質問があり、講義型授業、AL型授業と分けるのではなく、90分の中で講義プラス

ALという形があると、理解度の確認ができ、そのあと先生に質問に行きやすいとの意見がありま

した。

また、ALをどう捉えているのかといった質問には、講義型授業であろうと AL型授業であろう

と、自分で考え、自分の頭がアクティブになっていれば ALであるのではないか、授業に対して受

け身なのか自分から学ぼうとする姿勢なのかが大切なのではないかとの回答がありました。

さらに ALを通して自分の学びへの姿勢や自分自身で変わったと思うことがあったら教えてほし

いとの質問には、わからないことを質問できる行動力がついた、グループをまとめる力が身につい

たと感じているとの回答がありました。

48

3.�AL テーマ報告会（平成29年度分）

第13回 FD�Café「アクティブ・ラーニングについて話をしよう！～教職員＆学生懇談
会～」を開催しました（9/15）

平成29年9月15日（金）、「アクティブ・ラーニングについて話をしよう！」をテーマに、第13回

FD	Café を E棟3階 FDセミナー室にて開催いたしました。

今回の FD	Café では、社会環境学部　土屋麻衣子教授がファシリテーターとして、28名（教

員11名、学生11名、職員5名、高校教員1名）が集まり、本学でアクティブ・ラーニング（以下、

AL）型授業の全学的、組織的な展開を推進している中で、授業を受講している学生たちがAL型授

業をどのように捉え、どのように感じ、何を身に付けているのかについて、教職員と学生FDスタッ

フで意見交換を行うことができました。

座談会に先立ち、教育技術開発WG長の松尾敬二教授（FDer）から挨拶があり、「今回は教員と

学生で教育の中身や学び方について話し合う貴重な機会であること、福工大の授業をより良くして

いくために教職員、学生が授業について共に考えていきたい」とのお話がありました。

座談会では、まず土屋教授の導きで教員と学生の自己紹介を「来年の今頃こうなっています」と

いうコメント付きで行いました。

本題に入ると、土屋教授から現在の教育現場における ALに対する意見や見解の紹介があり、続

いて「アクティブ・ラーニング型授業、どうですか」というテーマをもとに、授業の受講者である

学生と、実施者である教員との意見交換に入りました。

参加者は学生と教員別個に6～7名ごとにテーブルを囲んで、従来の講義型授業と AL型授業の

メリット、デメリットという軸で特徴的なことをグループで話し合いました。その後、グループご

との発表と全体での質疑応答の時間が設けられました。この中で、参加学生からは、AL型授業の

メリットとして、課題を解決していくプロセスを実感できるので得た知識が記憶に残りやすく、理

解が深まる。わからない内容を友達に聞けるので問題解決の授業では効果的ではないかといった意

見や、デメリットとしては必要とされるスキルが多い、学生同士で温度差があるなどの意見が挙が

りました。



資
　料

	 51

福岡工業大学　ＡＬ型授業推進プログラム　中間事業報告

ワークでは、着任後5ヶ月が経った今、新任先生方が抱えている疑問・不安・悩みを共有し、学

生の基礎学力に対する教育的対応、会議の頻度と時間、その上で研究時間をどのように確保してい

くかについて意見交換が行われました。その中で、松尾敬二学務部長（教育技術開発WG長）よ

り教職員全体で課題の共有や意見交換を行い、手順を踏んできちんと議論をして積み上げ、より良

いものをつくることで道を拡げていきたいとのお話がありました。次に、11年連続志願者増を果た

した本学の魅力について考え、18歳人口減のこれからの時代において、私立大学を取り巻く危機的

状況について共有し、その中で私立教員がやるべき仕事について検討しました。その中で、学生は

教員の姿を見て成長することや、年齢や職位に応じたワークバランスこそ、教員の魅力向上に必要

であることについて確認しました。

そして、本学の強みである就職力については、今後の私立大学は実就職率の数字だけではなく、

「就職の質」が重要視されることについて説明があり、就職の質を高めるためには、「教育の質」を

高める必要があり、そのためには専門知識や技術だけでなく、主体性や継続力などの非認知的能力

を高めていくことの必要性についてお話がありました。

徳安教授の授業実践の紹介にあたっては、担当科目の「情報解析学」について AL型授業を導入

した経緯や AL導入前後の合格率の変化、学習ノートの事前配布による反転授業の手法について、

実際の講義資料や成績エビデンスを使った説明が行われました。また、この取り組みを通して、

FIT 学生の見え方や彼らに対する教授方法の考え方が変わったことについてご自身の体験について

お話があり、そうした変化の中で、学生への積極的介入は学生の主体性を抑制する可能性があるこ

とや、ALは講義形態ではなく、学生の学習意識の変化にあるものであることへの気付きについて

お話がありました。また、教員の責任は「十分な学習環境を用意し、必要な学習内容を提供するこ

と」であり、学生の責任は「積極的な努力によって授業料の対価に見合う学習成果を身につけるこ

と」であるとして、大学教育における教員と学生の課題について整理されました。最後に、学生は

達成感の獲得によって自己肯定感を取り戻し、それらの繰り返しが主体性を涵養し、やがて自身の

可能性に対する意欲向上につながる、とのまとめがありました。これを受け、参加者から、AL型

授業にすることで教える量は変わらないのか、グループの組み方はどうすればいいのか、AL型授

業は全科目に取り入れた方がいいのか等、活発な質疑応答が行われ、終了予定時刻を迎えました。

最後に、松尾学務部長からお話しがあり、今回の研修全体を振り返るとともに、本学の教育にお

いては、学生にどんな力をつけさせたいのかが大切であること、また「双方向性」を基本におき、
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一方、学生から、大学で知識を身に付けてほしいと思っているのか、人間力を身に付けてほしい

と思っているのかどちらに重点を置かれているのか教えてほしいとの質問があり、社会に出て活躍

できる力が必要なので、大学で得た知識を活用できる人材になってほしいと思っていると回答があ

りました。

また、学生から教授法の改善について検討したことをどのように共有するのかという質問があ

り、教員は研究者でもあるので、教育も研究の一つだと考えているので積極的に共有していきたい

と考えているとの回答がありました。

最後に、松尾WG長より、「本日は本音のトークができて大変有意義でした。今後もこのような

学生の皆さんとの双方向性を続けていきたいと思います。今までは、知識がどのくらい伝わったか

ということが重視されてきましたが、心のありようが理解とつながっていることが議論されるよう

になってきたことが印象的です。」との感想があり、ファシリテーターへの謝辞が述べられ、予定

時間いっぱいでの閉会となりました。

FD	Café 後の学生 FDスタッフの振り返りでは、「先生方が学生に理解してもらうために授業を

悩みながら工夫していることを知れて、もっと頑張ろうと思った。」「教育改善は先生方だけがする

のではなく、学生も学び方を改善していかなければならないと感じた。」「この気づきを福工大生に

共有していきたいと思った。」との意見がありました。

今回の座談会を一つの契機として、学生たちが授業改善について何らかの関わりを持てるように

取り組みを続けていきたいと考えます。

新任教員FD研修会を開催いたしました（9/22）

平成29年9月22日（金）、E棟3階 FDセミナー室にて、新任教員 FD研修会を開催いたしました。

本取組は、本学に採用後3年以内の専任教員および参加を希望する教職員を対象に、本学の FDの

取組について理解を深めてもらうとともに、授業改善への意欲を持ってもらうこと、学内教員間の

ネットワーク作りのきっかけを得ることを目的として開催されており、今回が5回目となりました。

今回の研修会では、「アクティブラーニング」をテーマに授業改善についてのグループワークな

どが行われ、教職員13名（うち、新任教員4名）が参加しました。

研修会ではまず、下村輝夫学長より、文部科学省が支援する大学改革の取組の一つである「大学

教育再生加速プログラム」のアクティブ・ラーニングをテーマとした本学の取り組みについて説明

がありました。この取り組みで新しく策定されたカリキュラム・ポリシーにおいては、アクティ

ブ・ラーニングが明記されていることや学生 FD・クラス・サポーターなどの学生活動も成果を見

せはじめていること、本学 FDer についてのご紹介があり、この全学を挙げた教育改善活動の理解

と協力が求められました。

続いて、FDer である情報システム工学科の徳安達士教授がファシリテーターとなって、「2018年

問題を見据えた AL全学展開の必要性」をテーマに、徳安教授の授業実践例の紹介やワークを織り

込んだ内容の研修が行われました。
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次に課題①では、“アクティブラーニングに必要な要素とは？”というテーマで、各学部から参

加していただいた教員6名と学生が、6グループに分かれて話し合いました。始めに、学生 FDに

よって今年1月に実施された、学生の授業に関する意識調査アンケートの報告がありました。続い

てグループで ALの良い点・難しい点を学生の視点、先生の視点で付箋に書き出し、出た意見を全

体で発表しました。それをもとに、ALの良い点を引き出すために必要なこと、どうすれば難しい

点を良い方向へ変えることができるのかを話し合い、模造紙にまとめ、皆の前で発表し全体で共有

することで、ALへの理解を深めました。

最後に課題②では、それぞれ今日のワークを振り返り、明日の目標をカードに書き込みました。

また4年生 CS経験者から、自身のことを振り返り、目標を持って積極的に活動したり、振り返り

を行う大切さなどのメッセージをもらいました。
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これを教育の中身として組み入れ、学生の状況や気持ちを常に把握・理解してフィードバックを行

い、学生の気持ちが前に進んでいけるような取り組みをして頂きたいとのメッセージが送られまし

た。

H29年度「クラス・サポーター (CS) 合宿」を行いました (3/1～2)

平成30年3月1日（木）・2日（金）の2日間、グローバルアリーナ（宗像市）にてクラス・サポー

ター（以下CS）合宿が行われ、平成30年度 CS候補学生のうち35名が参加しました。

今回のCS合宿は、本学「AL型授業推進プログラム」（H26年度文部科学省大学教育再生加速プ

ログラム採択事業）の取組の中で、①アクティブ・ラーニング (AL) とは何かについて、理解する

②CSの仕事内容や求められる役割について、理解する③ファシリテーターとしての心構えを身に

付ける、という３つの目的で、CS学生を育成するための事前研修として行われました。なおこの

合宿は、宮本知加子先生（FD推進機構特任教員）のプログラム作成・指導・助言のもと、CS経

験のある学生スタッフが中心となって、ワークを計画・運営しました。

【1日目】

E棟3階 Cultivation-Site	R2教室に集合し、まず初めに宮本先生より運営学生スタッフの紹介、

CS合宿の目的とスケジュールの確認、CSの役割について話がありました。

続いて、自己紹介を兼ねたウオーミングアップを行いました。出身地など質問に対する答えに応

じて共通点のあるグループで集まったり、ベストパートナーを探してペアを組むなど、体を動かし

ながら徐々に緊張をほぐしていきました。またグループワークで、接続詞が書かれたカードを引き

ながら自分の趣味や休日の過ごし方などを紹介していくワークを通して、お互いを知るきっかけと

なり話も弾みました。

続いて、セッションに先立ち、学務部長の松尾先生より、CSは TA・SAと違い、単に知識を教

えるだけではなく、その授業を受ける学生の、自ら学ぼうとする力、主体性を伸ばす役割がある、

さらにクラス全体の雰囲気を良くする役割もある、本学の教育改革を進めるうえで皆さんは有能な

パートナーである、とのお話がありました。
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休憩をはさみ課題⑤では、これまでの課題を踏まえファシリーテーターとして何が重要であるか

を個人で考え、他者に説明することで、お互いの考えを共有しました。さらに、アクティブラーニ

ングにとって大事な要素について明らかにした上で、授業における必要なサポートについてグルー

プで話し合い、午後の発表に向け画用紙にまとめました。

お昼休みの後課題⑥では、“CSとして必要なサポートとは？”についてグループ発表を行いま

した。目指すCS像について寸劇風に発表したり、活動を一つの木に見立てたりとグループごとに

工夫を凝らした発表となりました。

グループ発表後に宮本先生から、「自主性」と「主体性」の違いについて、みんなに考えてもら

う場がありました。自主性は決められたことを率先してやることだが、主体性は自分の意志で考え

たり判断したりして行動することである、この主体性を伸ばしていくために、受講生の考えを深め

るというステップをサポートしてほしい、CS自身も主体的に行動してほしいというお話がありま

した。さらに授業の主役は受講生でありCSはあくまでサポート役である、自分一人で決めようと

せず先生と相談して一緒に授業を作り上げていくこと、後輩のよきモデルとなってほしい、とCS

に向けた今後の指針となるメッセージが送られました。

最後に円陣になり、一人ずつ2日間の学びやどのようなCSになりたいかを発表しました。学生

の主体性を下から押し上げていけるようなCS、親しみやすいCS、信頼されるCS、AL を好きに

なってもらえるようなCSになりたいなど、思い思いの言葉で語りました。一人ひとりが自ら積極

的に参加し、皆と協力しながら主体的に行動し、色々な気づきを得て、実践的に学びを深められた

2日間となりました。
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学内でのワークを終えた一同はグローバルアリーナに移動し、皆で夕食をとった後、懇親会では

楽しいゲームで盛り上がり、交流を深めました。

【2日目】

まず課題③のウォーミングアップでは、バラバラに置かれたカードを探し出し、隠されたメッ

セージ（同じ目線で、学生と接すること。相手の話を聴いてアドバイスをする。）を読み解くワー

クを行いました。皆で体を動かしながらカードを探し、組み合わせることで頭を使い、朝の眠気も

吹き飛ぶようなワークとなりました。

続いて課題④では、ファシリテーション・ロールプレイを行いました。これは CSとして授業

の中でどのような動きをしたら良いのかを実践形式で考えるワークで、授業の場面別に設定され

たロールプレイを実践した後、CSとしてこういう風に動けば良かった、こういう時の判断が難し

かった、先生 (役 ) に判断を仰げばよかったなどグループで意見を出しあい、発表しました。
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ングにとって大事な要素について明らかにした上で、授業における必要なサポートについてグルー

プで話し合い、午後の発表に向け画用紙にまとめました。

お昼休みの後課題⑥では、“CSとして必要なサポートとは？”についてグループ発表を行いま

した。目指すCS像について寸劇風に発表したり、活動を一つの木に見立てたりとグループごとに

工夫を凝らした発表となりました。

グループ発表後に宮本先生から、「自主性」と「主体性」の違いについて、みんなに考えてもら

う場がありました。自主性は決められたことを率先してやることだが、主体性は自分の意志で考え

たり判断したりして行動することである、この主体性を伸ばしていくために、受講生の考えを深め

るというステップをサポートしてほしい、CS自身も主体的に行動してほしいというお話がありま

した。さらに授業の主役は受講生でありCSはあくまでサポート役である、自分一人で決めようと

せず先生と相談して一緒に授業を作り上げていくこと、後輩のよきモデルとなってほしい、とCS

に向けた今後の指針となるメッセージが送られました。

最後に円陣になり、一人ずつ2日間の学びやどのようなCSになりたいかを発表しました。学生

の主体性を下から押し上げていけるようなCS、親しみやすいCS、信頼されるCS、AL を好きに

なってもらえるようなCSになりたいなど、思い思いの言葉で語りました。一人ひとりが自ら積極

的に参加し、皆と協力しながら主体的に行動し、色々な気づきを得て、実践的に学びを深められた

2日間となりました。
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学内でのワークを終えた一同はグローバルアリーナに移動し、皆で夕食をとった後、懇親会では

楽しいゲームで盛り上がり、交流を深めました。

【2日目】

まず課題③のウォーミングアップでは、バラバラに置かれたカードを探し出し、隠されたメッ

セージ（同じ目線で、学生と接すること。相手の話を聴いてアドバイスをする。）を読み解くワー

クを行いました。皆で体を動かしながらカードを探し、組み合わせることで頭を使い、朝の眠気も

吹き飛ぶようなワークとなりました。

続いて課題④では、ファシリテーション・ロールプレイを行いました。これは CSとして授業

の中でどのような動きをしたら良いのかを実践形式で考えるワークで、授業の場面別に設定され

たロールプレイを実践した後、CSとしてこういう風に動けば良かった、こういう時の判断が難し

かった、先生 (役 ) に判断を仰げばよかったなどグループで意見を出しあい、発表しました。
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続いて、「アーカイブシステムを使った授業の工夫と効果」をテーマとした松木教授による事例

紹介に移りましたが、まず、アーカイブシステムを使った反転授業は、教員の負担が減るのに学生

の学習成果は変わらない、むしろ高まる方法であると感じており、今回は「教員にとっての、」授

業の効率化を実現する方法であり、この方法は学生の知識の定着や主体性の涵養にもつながる、と

いう切り口から事例紹介を行いたいとのお話がありました。

続いて、自身の講義スタイルに対し、学力レベルに比較的幅のある福工大生にとって「最適」で

あるかどうか疑問を持ったことから、自身の学生時代にはなかった ICT で、講義の効率化を図ろ

うと思ったこと、具体的には、授業アーカイブシステム（知識の解説）の活用と、反転授業により

講義時間は演習を行う（疑問の解消と知識の定着）授業の実践に至ったこれまでの経緯について紹

介がありました。

また、板書による講義の3つの問題点（①講義時間が限られていることによる「時間的制約」、

②教員と同じ空間に居なければ受講できない「空間的制約」、③板書（PPT ファイル含む）に記載

できない情報（口頭説明等）は記録が困難である「情報量の制約」）について指摘があり、アーカ

イブシステムを活用した反転授業が、教員個人・学生・大学組織それぞれにメリットがあり、３つ

の問題点の解決策となることの提案と説明がありました。また、ご自身の経験に基づいた具体的な

動画作成手順や動画作成の際のチップス、動画視聴を前提とした授業の工夫や学生の変化（授業外

学修時間の増加や実力テストに見られる点数の上昇等）などについて報告が行われ、「手間がかか

りそう」、「効果が得られるのか不安」といった教員がアーカイブシステムを使わない理由として考

えられる不安の解消につながる事例紹介がありました。
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以下、事後アンケートの感想（抜粋）

・本当に貴重な体験をさせてもらいました。信頼できるような仲間ができたと思いますし、CS

に求められる力はもちろん、これから社会に出ても役に立つような力を培うことができたと思いま

す。（1年生・男子）

・自分の行動（聴く姿勢、話す姿勢など）を細かく気にかけ、それをどんな時でも実践している

先輩がいたので、そのような先輩になりたいと思いました。（1年生・女子）

・この合宿で、どのようなことを考えてCSとして行動したら、より良くなるのかを学ぶことが

できました。特に自分は場作りが大事だと感じました。今回のCS合宿で気づけたことは、本当に

ためになったと思います。（2年生・男子）

第4回AL実践研究会を開催しました (3/5)

平成30年3月5日（月）、第4回 AL 実践研究会を開催しました。本学では、平成27年度から「AL

実践研究会」を開催していますが、これは、現場の教員にとって、授業でのやり方がイメージで

きるような、実用的で役に立つ Tips を紹介しあう場とし、学生の主体的な学修を促す授業実践に

活かして頂きたいという目的で、企画・開催されています。4回目となった今回は、反転授業用教

材として授業アーカイブシステムを活用されている電子情報工学科の松木裕二教授（FDer）より、

ご本人の体験に基づいた事例紹介が行われ、会場となった E棟3階 FDセミナー室には、25名の教

職員（教員16名、職員9名）が集まりました。

まず教育技術開発WG長の松尾敬二教授（FDer）より開会の挨拶があり、本学の AL型授業の

全学展開による教育方法の質的転換の取組みについて触れられ、本質的に大切なのは、ALにより

いかに学生に力を付けさせるか、授業改善につなげていくかということである点ついてお話があり

ました。また、授業アーカイブシステムは、ALを含む授業改善に向け様々な活用法があり、参加

者の皆さまが今回の研究会を通じて松木教授の知見を取り込み、今後の授業改善に活かして頂きた

いとのお話がありました。
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続いて質疑応答が行われ、学生の知識定着を裏付

ける具体的な数値があるか、雰囲気や基礎学力の異

なるクラスにより効果に差を感じるか、事前学習素

材として、「動画」である必要があるか（教科書や

PPT で同じ効果はないのか）、スキル系の授業では

なく、高度な概念を教授内容とする授業にも効果が

あると考えるか等、参加者より多くの質問が寄せら

れ、松木教授より回答があった他、参加者全体で意

見交換が行われる場面もあり、授業改善の輪が学内

に拡大していく後押しとなる貴重な研究会となりま

した。
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